
哲
学
科
　
哲
学
専
攻

レ
ヴ
ィ
ナ
ス
に
お
け
る
時
間
と
実
詞
化
の
考
察

〜
『
実
存
か
実
存
者
へ
』
を
め
ぐ
っ
て
〜

西
村
　
俊
治

キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
実
存
主
義
思
想

村
上
　
仁
彦

音
楽
と
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て

前
田
洋
一
郎

『
論
理
学
研
究
２
』
に
お
け
る
直
観
概
念
に
つ
い
て飯

島
元
太
郎

身
体
を
も
つ
こ
と

石
川
　
　
愛

―
微
小
な
も
の
の
知
覚
と
他
な
る
も
の
の
発
見
に
つ
い
て
―

道
徳
的
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
　

伊
藤
さ
や
か

―
―
カ
ン
ト
の
道
徳
の
基
礎
づ
け
と
そ
の
批
判
を
も
と
に
―
―

モ
ナ
ド
ロ
ジ
ー
と
個
体
問
題

内
田
　
純
恵

ヒ
ュ
ー
ム
の
宗
教
論
に
基
づ
く
宗
教
本
来
の
在
り
方

梅
原
　
　
淳

教
育
哲
学
の
問
題

岡
本
　
直
人

科
学
と
宗
教
の
関
係
に
つ
い
て
の
考
察

奥
田
　
直
樹

ル
ソ
ー
の
教
育
論
　

小
栗
　
寛
丈

―
―
自
然
・
消
極
教
育
に
つ
い
て
―
―

古
代
ギ
リ
シ
ア
時
代
の
自
然
根
拠
の
変
化
　

加
地
　
義
治

―
―
ミ
レ
ト
ス
学
派
か
ら
の
考
察
―
―

自
己
形
成
と
し
て
の
道
徳
　

金
沢
　
泰
洋

―
―
モ
デ
ル
へ
の
自
己
形
成
論
と
し
て
読
む
カ
ン
ト
実
践
哲
学
―
―

安
楽
死
の
考
察
　

喜
連
川
慎
司

―
―
日
本
は
積
極
的
安
楽
死
を
認
め
る
べ
き
か
―
―

幸
福
に
つ
い
て

栗
原
　
尚
志

カ
ン
ト
実
践
哲
学
の
考
察

黒
川
　
恵
太

中
絶
の
あ
る
べ
き
姿
　

小
西
真
理
子

―
―
ケ
ア
の
倫
理
が
も
た
ら
し
た
も
の
―
―

ハ
イ
デ
ガ
ー
「
存
在
と
時
間
」

時
間
に
よ
る
存
在
解
釈

近
藤
　
毅
昌

実
存
主
義
に
お
け
る
自
由
に
つ
い
て
の
考
察

斎
藤
　
周
平

分
析
哲
学
と
現
象
学
か
ら
考
察
す
る
時
間
論

佐
藤
　
太
一

現
代
日
本
に
お
け
る
脳
死
の
扱
い
　

佐
藤
　
実
優

―
―
臓
器
移
植
と
の
関
係
―
―

身
体
に
つ
い
て

鈴
木
　
里
美

エ
マ
ニ
ュ
ル
・
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
思
想
　

高
橋
　
有
希

―
―
生
き
る
意
味
と
倫
理
―
―

親
密
圏
の
再
構
築
　

福
田
　
聡
子

―
―
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
バ
ト
ラ
ー
を
手
が
か
り
に
―
―

生
政
治
に
つ
い
て

田
中
　
秀
憲

デ
カ
ル
ト
の
方
法
的
懐
疑
　

田
邉
　
　
学

―
―
そ
の
限
界
に
つ
い
て
―
―

時
間
と
自
由
　

永
井
　
彩
子

―
―
純
粋
持
続
と
記
憶
力
の
統
合
を
目
指
し
た
ベ
ル
ク
ソ
ン
―
―

ヘ
シ
オ
ド
ス
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ア
哲
学

長
瀬
　
治
子

優
生
思
想
と
向
き
合
う
　

樋
口
　
夏
生

―
―
な
ぜ
優
生
思
想
は
悪
な
の
か
―
―

Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
『
自
由
論
』
に
つ
い
て

福
田
　
　
勇

―
―
自
由
原
理
と
功
利
原
理
―
―

自
殺
を
読
む
　

藤
井
　
健
太

―
―
哲
学
者
は
自
殺
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
た
か
―
―

ニ
ー
チ
ェ
『
悲
劇
の
誕
生
』
に
つ
い
て
の
考
察

藤
原
　
慎
介

自
我
の
構
成
　

細
川
　
智
子

―
―
フ
ッ
サ
ー
ル
の
現
象
学
よ
り
―
―

ヒ
ト
と
人
格
の
区
分

堀
　
さ
な
え

レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
孤
独
論
に
つ
い
て

松
田
　
慶
一

初
期
ア
ド
ル
ノ
の
フ
ッ
サ
ー
ル
批
判
に
抗
し
て
　

―
―
マ
ッ
ハ
を
手
が
か
り
と
し
て
―
―

丸
山
芙
佐
子

生
命
倫
理
と
現
代
社
会

三
浦
　
香
織

現
代
民
主
主
義
に
つ
い
て
の
考
察
　

箕
田
　
信
介

―
―
ル
ソ
ー
の
社
会
契
約
論
か
ら
観
る
―
―

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
哲
学
　

宮
崎
　
　
智

―
―
魂
の
概
念
に
つ
い
て
―
―

ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
と
「
主
体
」
の
系
譜
　
宮
崎
　
　
稔

―
―
権
力
分
析
と
真
理
の
ゲ
ー
ム
を
と
お
し
て
―
―

言
語
と
慣
習
に
つ
い
て
　

森
池
　
大
地

―
―
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
議
論
を
中
心
に
―
―

Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
『
自
由
論
』
か
ら
見
る
報
道

森
山
　
昭
次
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芸
術
に
つ
い
て
　

宮
崎
　
　
法

―
―
よ
し
も
と
ば
な
な
の
小
説
と
ダ
ン
ス
を
つ
う
じ
て
―
―

戦
争
倫
理
　

武
藤
　
紗
生

―
―
戦
争
の
正
当
化
可
能
性
に
つ
い
て
の
倫
理
学
的
議
論
―
―

カ
ン
ト
に
お
け
る
知
覚
と
経
験
に
つ
い
て

中
島
　
悠
介

速
度
と
抵
抗
す
る
身
体

田
中
　
夏
子

サ
ル
ト
ル
の
自
由
と
社
会
参
加
の
理
念

秋
野
　
悠
介

西
田
哲
学
の
根
柢
　

室
賀
　
尊
文

―
―
歴
史
的
現
実
に
お
け
る
自
覚
と
は
―
―

ヘ
ー
ゲ
ル
労
働
概
念
の
発
展

伊
勢
　
一
行

ア
ー
ト
と
芸
術
、
そ
の
は
た
ら
き
と
差
異

伊
奈
　
昌
宏

意
志
の
あ
り
か
　

岩
井
　
秀
哲

―
―
ソ
ク
ラ
テ
ス
・
カ
ン
ト
・
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
を
め
ぐ
る

考
察
―
―

西
田
幾
多
郎
の
絶
対
無
の
自
己
限
定
に
つ
い
て
の
批
判
的

考
察

齋
藤
　
和
弘

構
造
分
析
に
つ
い
て

桜
井
　
祥
介

ヒ
ュ
ー
ム
と
懐
疑
論

富
塚
　
耕
平

帰
納
法
の
正
当
化
に
つ
い
て

中
辻
　
宏
規

『
第
二
の
性
』
と
サ
ル
ト
ル
哲
学

波
多
野
沙
織

身
体
運
動
の
高
度
化
に
向
け
た
試
論
　

町
田
　
圭
太

―
―
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
「
身
体
図
式
論
」
か
ら
の
展
開
―
―

レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
他
者
　

谷
田
部
　
翔

―
―
他
者
を
知
る
と
い
う
事
―
―

ス
ピ
ノ
ザ
『
エ
チ
カ
』
に
お
け
る
能
動
化
に
つ
い
て

鈴
木
　
博
信

ア
ド
ル
ノ
と
ベ
ン
ヤ
ミ
ン

田
中
　
宏
明

ス
ピ
ノ
ザ
の
自
由
に
つ
い
て

辻
　
ま
さ
き

「
有
機
体
の
哲
学
」
に
お
け
る
直
接
経
験
に
つ
い
て光

岡
　
義
勝

フ
ッ
サ
ー
ル
の
初
期
時
間
論
　

藤
井
　
　
基

―
―
想
起
を
め
ぐ
っ
て
―
―

心
の
哲
学

中
川
　
元
寿

理
性
期
信
仰
と
は
何
か
　

渡
部
　
千
洋

―
―
ア
ン
セ
ル
ム
ス
の
宗
教
哲
学
―
―

感
覚
の
言
語
ゲ
ー
ム

海
老
原
智
彦

哲
学
科
　
教
育
人
間
学
専
攻

同
じ
音
楽
を
共
有
す
る
者
同
志
に
お
け
る
人
間
性
の
類
似

の
理
由

吾
妻
　
朋
恵

孤
独
に
つ
い
て
の
一
考
察
　

粟
飯
原
理
絵

―
―
人
間
形
成
論
的
視
点
か
ら
―
―

言
葉
の
含
み
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
　

今
田
千
穂
子

―
―
曖
昧
性
・
包
容
性
の
視
点
か
ら
―
―

福
沢
諭
吉
を
読
む

今
村
由
美
子

語
り
の
人
間
学
　

岩
田
　
光
史

―
―
Ｅ
・
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
か
ら
学
び
つ
つ
―
―

心
と
体
を
癒
す
ヨ
ー
ガ

岩
本
　
み
よ

キ
ャ
リ
ア
教
育
と
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー

上
沼
　
明
子

言
葉
の
役
割
　

宇
田
川
春
菜

―
―
言
葉
が
自
己
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
―
―

幸
せ
な
生
活
を
支
え
る
た
め
に
　

正
親
　
一
道

―
―
真
実
の
政
治
を
求
め
て
―
―

自
分
と
は
何
か
　

大
西
　
賢
吾

―
―
サ
ル
ト
ル
の
実
存
主
義
を
手
が
か
り
に
―
―

内
な
る
２
つ
の
眼
　

大
原
　
卓
也

―
―
主
観
的
・
客
観
的
視
点
が
開
く
、
よ
り
よ
い
生
き
方
―
―

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
　

小
國
美
紗
子

―
―
親
子
間
に
お
け
る
愛
情
の
育
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
―
―

共
有
体
と
し
て
の
夫
婦
　

加
瀬
野
知
子

―
―
恐
れ
な
き
結
婚
の
た
め
に
―
―

補
完
・
代
替
医
療
　

北
山
亜
矢
巳

―
―
自
ら
を
育
む
医
療
の
現
状
と
そ
の
可
能
性
―
―

人
間
存
在
論
　

熊
谷
さ
や
か

―
―
ハ
イ
デ
ガ
ー
『
存
在
と
時
間
』
を
め
ぐ
っ
て
―
―

息
子
に
と
っ
て
父
親
と
は
何
か
　

倉
西
　
芳
典

―
―
カ
フ
カ
と
鴎
外
に
み
る
父
親
像
を
手
が
か
り
と
し
て
―
―

日
本
人
の
宗
教
感
性
は
い
か
に
育
ま
れ
る
か

黒
岩
　
大
智

思
春
期
に
お
け
る
グ
ル
ー
プ
と
個
の
成
長
　

小
林
　
晶
子

―
―
教
員
の
関
わ
り
方
を
通
し
て
―
―

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
成
立
に
と
っ
て
重
要
な
も
の
は

何
か
　

小
山
　
香
織

―
―
解
釈
と
そ
の
対
象
に
つ
い
て
の
考
察
か
ら
―
―

中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
で
求
め
ら
れ
る
コ
ー
チ

―
―
教
師
・
顧
問
コ
ー
チ
と
学
外
コ
ー
チ
の
協
働
を
通
し
て
―
―

阪
本
　
浩
太

生
の
人
間
学

島
　
　
裕
貴

「
私
の
死
」
と
生
に
つ
い
て
の
考
察

鈴
木
は
る
か

大
学
生
の
共
食
行
為
と
共
食
観
・
食
観
念
の
関
連
に
つ
い
て

瀬
川
　
恵
梨

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
を
減
ら
す
た
め
に
　

妹
尾
　
　
剛

―
―
福
知
山
線
尼
崎
脱
線
事
故
か
ら
学
ぶ
社
内
教
育
―
―

プ
ラ
ト
ン
の
教
育
論

高
橋
　
和
也
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私
た
ち
は
な
ぜ
恐
怖
に
惹
か
れ
る
の
か
　

高
橋
ゆ
か
り

―
―
異
界
と
境
界
を
人
間
学
的
な
視
点
か
ら
考
え
る
―
―

自
閉
症
幼
児
に
お
け
る
『
遊
び
』
を
通
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
行
動
の
発
達

高
森
　
美
紗

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育
に
お
け
る
「
教
育
芸
術
」
に
つ
い
て

田
中
　
優
子

ア
ジ
ア
へ
の
想
い
　

田
中
　
亨
奈

―
―
経
験
か
ら
描
く
「
国
際
理
解
」
像
と
そ
の
可
能
性
―
―

子
ど
も
の
力
を
伸
ば
す
指
導
と
援
助
　

谷
口
　
聖
弥

―
―
小
学
校
に
お
け
る
コ
ー
チ
ン
グ
の
可
能
性
と
課
題
―
―

ジ
ェ
ン
ダ
ー
か
ら
み
た
ジ
ュ
ニ
ア
向
け
小
説

辻
本
　
由
佳

ひ
き
こ
も
る
青
年
た
ち
　

寺
地
　
優
美

―
―
成
長
過
程
と
支
援
を
考
え
る
―
―

新
た
な
「
生
き
る
意
味
」
へ
の
探
究
　

中
島
　
健
太

―
―
未
知
と
し
て
の
人
間
存
在
―
―

日
本
の
教
育
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
教
育
　

永
井
奈
穂
子

―
―
グ
ル
ン
ド
ヴ
ィ
の
思
想
を
基
に
―
―

教
育
に
お
け
る
直
観
の
重
要
性
　

成
松
の
ぞ
み

―
―
宮
沢
賢
治
の
教
師
生
活
を
通
し
て
―
―

互
酬
性
の
期
待
を
超
え
た
人
間
関
係
を
考
察
す
る西

尾
　
友
里

『
ア
ル
ケ
ミ
ス
ト
　
―
夢
を
旅
し
た
少
年
―
』
に
み
る

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
変
容

古
川
あ
す
か

色
の
好
み
と
そ
の
内
面
的
意
味
　

古
川
　
絵
美

―
―
心
の
成
長
を
告
げ
る
も
の
―
―

学
校
教
育
に
お
け
る
連
携
の
あ
り
方
　

三
浦
　
陽
平

―
―
子
ど
も
の
問
題
に
ど
う
対
応
す
る
か
―
―

幼
児
期
と
体
育
　

水
原
　
尚
美

―
―
身
体
活
動
経
験
が
成
長
に
与
え
る
影
響
―
―

一
つ
の
価
値
観
に
縛
ら
れ
な
い
生
き
方
　

三
原
田
晴
子

―
―
よ
り
豊
か
で
拡
が
り
を
も
っ
た
人
生
を
求
め
て
―
―

別
室
登
校
の
生
徒
へ
の
支
援
　

村
上
　
郁
代

―
―
京
都
市
立
中
学
校
で
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
て
―
―

ネ
ル
・
ネ
デ
ィ
ン
グ
ズ
の
ケ
ア
リ
ン
グ
論
　

安
井
　
久
人

―
―
学
校
教
育
に
お
け
る
ケ
ア
リ
ン
グ
の
可
能
性
と
課
題
―
―

魂
の
健
康
に
関
す
る
考
察
　

山
川
　
拓
郎

―
―
プ
ラ
ト
ン
の
『
国
家
』
を
め
ぐ
っ
て
―
―

な
ぜ
日
本
人
は
ブ
ラ
ン
ド
に
魅
か
れ
る
の
か
　
山
口
ま
る
み

―
―
文
化
と
心
理
か
ら
考
察
す
る
―
―

マ
イ
ナ
ス
の
存
在
を
ブ
ラ
ス
に
変
え
る
生
き
方
　

―
―
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ア
ド
ラ
ー
を
超
え
て
―
―

山
本
　
洋
行

長
期
実
践
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
教
育
的
効
果
と
可
能
性

松
浦
　
俊
介

「
見
た
目
」
依
存
の
風
潮
と
生
き
づ
ら
さ
　

佐
竹
　
彩
子

―
―
暮
ら
し
や
す
い
社
会
と
は
―
―

子
ど
も
に
対
す
る
性
的
犯
罪
　

福
井
　
英
恵

―
―
東
京
・
埼
玉
幼
女
連
続
誘
拐
殺
人
事
件
を
通
し
て
の

考
察
―
―

20
代
・
30
代
女
性
の
幸
福
　

藤
井
　
博
子

―
―
多
様
化
と
画
一
化
―
―

乳
が
ん
患
者
の
「
死
」
と
「
生
」
に
つ
い
て
　
北
村
　
麻
美

―
―
生
を
再
構
成
す
る
過
程
と
そ
の
援
助
の
在
り
方
―
―

青
年
期
女
子
の
女
性
性
受
容
　

古
川
真
由
美

―
―
自
己
と
母
親
へ
の
身
体
イ
メ
ー
ジ
を
手
が
か
り
に
―
―

Ｕ
Ｂ
Ａ
教
育
の
問
題
点
と
そ
こ
で
本
当
に
学
ぶ
べ
き
も
の

そ
し
て
社
会
起
業
家
の
必
要
性

宮
内
　
義
一

あ
の
時
、
僕
は
　

吉
村
　
秀
平

―
―
青
年
期
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
―

母
と
娘
の
関
係
　

今
井
紀
美
代

―
―
母
へ
の
「
依
存
・
独
立
の
葛
藤
」
と
の
関
連
か
ら
―
―

死
と
癒
し
―
―
自
己
体
験
か
ら
の
考
察
―
―

乕
野
　
公
美

ル
ソ
ー
の
良
心
論

中
尾
シ
ゲ
美

心
理
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
「
道
徳
の
時
間
」の
可
能
性

松
浦
　
　
知

「
生
き
る
権
利
」
・
「
死
ぬ
権
利
」
に
つ
い
て
の
一
考
察

安
田
亜
紀
子

遊
び
に
つ
い
て
　

油
谷
　
　
翔

―
―
ス
ロ
ッ
ト
・
パ
チ
ン
コ
を
題
材
と
し
て
―
―

ネ
ッ
ト
社
会
に
お
け
る
「
匿
名
性
」
と
「
帰
属
意
識
」
の

変
容

小
野
田
絵
梨

条
件
付
き
で
な
い
と
愛
さ
れ
な
い
と
思
っ
て
い
る
子
ど
も

た
ち
へ

角
田
　
有
里

現
代
社
会
に
お
け
る
依
存
問
題
に
つ
い
て
　

田
中
　
健
一

―
―
社
会
が
生
み
出
す
不
安
と
依
存
と
の
関
連
性
の

観
点
か
ら
―
―

西
洋
音
楽
に
お
け
る
「
古
楽
」
解
釈
の
考
察

由
良
哲
一
郎

早
期
教
育
の
批
判
的
考
察

張
　
　
　
瑩

ク
リ
シ
ュ
ナ
ム
ル
テ
ィ
に
学
ぶ
学
校
教
育

中
川
え
り
か
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文
学
科
　
日
本
文
学
専
攻

京
都
・
大
阪
文
化
比
較
論

朝
熊
　
　
望

―
―
遊
郭
を
中
心
に
し
て
―
―

吉
原
幸
子
『
幼
年
連

』
論
　

安
藤
　
美
冬

―
―
「
純
粋
」
の
希
求
―
―

那
覇
に
お
け
る
親
族
名
称
の
研
究

伊
佐
　
菜
月

大
分
県
国
東
半
島
に
伝
わ
る
ケ
ベ
ス
祭
り
の
背
景稲

次
　
優
生

滋
賀
県
高
島
市
マ
キ
ノ
町
牧
野
地
区
に
お
け
る
斎
頼
塚

伝
説
の
生
成
背
景

乾
　
　
理
栄

物
臭
太
郎
考

井
上
　
律
子

平
澤
計
七
「
赤
毛
の
子
」
論

今
市
英
利
香

徳
島
県
勝
浦
に
伝
わ
る
義
経
伝
説
の
道
　

今
西
　
敦
子

―
―
「
血
祭
り
」
の
原
風
景
―
―

江
戸
川
乱
歩
『
屋
根
裏
の
散
歩
者
』
論

入
江
　
初
佳

平
林
た
い
子
「
透
明
人
間
」
論

内
田
　
侑
里

伊
原
西
鶴
と
俳
諧
　

江
渡
　
華
子

―
―
『
好
色
一
代
男
』
に
お
け
る
俳
諧
的
特
徴
―
―

室
生
犀
星
『
性
に
眼
覚
め
る
頃
』
論
　

太
田
　
圭
輔

―
―
大
人
の
試
練
に
対
峙
す
る
十
七
歳
―
―

枕
草
子
と
歴
史
認
識

大
塚
　
ふ
み

『
平
家
物
語
』
巻
第
九
「
忠
教
最
期
」
の
精
神
風
景

―
―
腕
切
譚
を
め
ぐ
っ
て
―
―

大
坪
　
　
舞

大
阪
府
交
野
方
言
の
変
遷
に
つ
い
て

大
野
　
桂
子

『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
挿
絵
考
　

大
橋
　
洋
子

―
―
読
本
か
ら
合
巻
へ
の
再
構
築
―
―

『
ほ
ら
男
爵
　
現
代
の
冒
険
』
に
見
る
星
新
一
の
ユ
ー
モ
ア

大
村
　
円
香

王
子
猷
　
説
話
考

大
山
　
有
香

備
中
荒
神
神
楽
の
風
景

小
川
　
智
照

『
源
氏
物
語
』
の
茶

荻
田
み
ど
り

浦
島
伝
説
を
巡
る
考
察
　

小
倉
　
信
治

―
―
京
都
府
伊
根
町
本
庄
浜
の
事
例
か
ら
―
―

『
世
界
の
終
わ
り
と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』

に
お
け
る
結
末
部
分
考
察
　

小
澤
　
康
基

―
―
「
森
」
の
存
在
―
―

源
氏
物
語
人
物
攷
　

加
藤
美
沙
子

―
―
紫
の
上
を
中
心
に
―
―

判
じ
絵
と
こ
と
ば
遊
び
の
文
化

亀
井
　
博
美

紫
の
上
　
―
―
源
氏
物
語
人
物
考
―
―

川
口
真
有
美

源
氏
物
語
に
お
け
る
食
に
つ
い
て

川
f

敏
博

北
原
武
夫
論

鬼
頭
　
郷
子

国
木
田
独
歩
「
酒
中
日
記
」

木
下
美
由
紀

―
―
今
蔵
の
行
動
や
心
理
変
化
に
着
目
し
て
―
―

京
都
府
山
科
区
四
宮
河
原
に
お
け
る
盲
人
伝
承
の
変
容
　

―
―
当
道
座
祖
神
伝
承
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
―
―

久
保
村
　
恵

『
光
吉
集
』
の
歌
風

小
谷
口
恵
子

歌
舞
伎
の
文
化
と
き
も
の

児
玉
喜
美
香

『
お
伽
草
紙
』
太
宰
　
治

坂
井
　
　
塁

菊
池
寛
『
恩
讐
の
彼
方
に
』

坂
田
　
真
吾

―
―
「
彼
方
」
の
先
に
見
え
る
も
の
―
―

夏
目
漱
石
『
行
人
』
論

東
海
林
宗
一
郎

古
事
記
に
お
け
る
武
器

塩
見
　
孝
之

梅
崎
春
生
『
桜
島
』
論

筱
岡
絵
理
子

眞
杉
静
枝
の
世
界
　

嶋
津
　
麗
子

―
―
「
小
魚
の
心
」
を
通
し
て
―
―

松
本
清
張
『
黒
革
の
手
帖
』
論

島
村
　
希
里

柳
瀬
正
夢
論
　

白
井
か
お
り

―
―
「
市
電
争
議
の
ゴ
ー
・
ス
ト
ッ
プ
」
を
中
心
に
し
て
―
―

広
島
方
言
の
魅
力

菅
野
　
美
紀

海
神
丸
に
お
け
る
船
長
の
役
割

菅
原
　
聖
子

太
宰
治
「
女
生
徒
」
論

杉
原
　
梨
沙

室
生
犀
星
『
幼
年
時
代
』
に
み
る
自
我
形
成
　
t
橋
　
水
緒

―
―
孤
独
と
向
き
合
う
本
当
の
心
―
―

三
島
由
紀
夫
『
仮
面
の
告
白
』

田
上
　
晃
平

―
―
告
白
す
る
「
私
」
を
め
ぐ
っ
て
―
―

「
日
本
の
伝
統
芸
能
を
支
え
る
手
引
き
書
」

竹
内
　
久
代

―
―
そ
れ
ぞ
れ
の
手
引
書
が
示
す
芸
論
の
普
遍
性
を
探
る
―
―

山
田
詠
美
「
姫
君
」
論

竹
ヶ
原
和
恵

小
川
未
明
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」

武
林
亜
矢
子

―
―
人
魚
の
娘
と
育
て
の
親
を
中
心
に
―
―

野
上
彌
生
子
『
明
暗
』
論

田
中
香
菜
恵

宮
澤
賢
治
『
土
神
と
狐
』
の
研
究

谷
口
　
優
美

『
奥
の
細
道
』
の
表
現
研
究
　

千
葉
真
友
子

―
―
芭
蕉
の
旅
実
況
―
―

万
葉
集
表
現
考
　

土
屋
　
良
子

―
―
「
色
に
出
づ
」
と
植
物
―
―

源
氏
物
語
の
女
性

寺
口
真
梨
子

―
―
六
条
御
息
所
を
中
心
に
―
―

小
ツ
未
明
『
砂
糖
よ
り
甘
い
煙
草
』
論

中
田
　
　
瞳
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野
田
秀
樹
論
　

名
嘉
眞
綾
子

―
―
『
キ
ル
』『R

ight
E
ye

』『
パ
ン
ド
ラ
の
鐘
』
の
戯
曲
三

作
品
を
視
点
と
し
て
―
―

有
栖
川
有
栖
論

中
村
　
愛
弓

老
の
坂
の
伝
承
背
景
　

南
部
　
佳
紀

―
―
酒
呑
童
子
説
話
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て
―
―

滋
賀
県
木
之
本
町
に
伝
わ
る
鎌
倉
か
ら
の
落
人
伝
説
の
生

成
基
盤

西
岡
　
正
人

和
歌
山
県
白
浜
町
牛
屋
谷
に
伝
わ
る
雨
乞
い
の
奇
習

西
川
　
愛
実

富
士
正
晴
「
帝
国
軍
隊
に
於
け
る
学
習
・
序
」
に
お
け
る

教
育
と
組
織
に
つ
い
て

禰
津
　
幸
一

林
芙
美
子
『
浮
雲
』
論
　

野
村
　
裕
子

―
―
一
人
生
き
残
っ
た
富
岡
の
弱
さ
―
―

坂
口
安
吾
『
桜
の
森
の
満
開
の
下
』

則
定
可
奈
子

―
―
男
と
女
、
桜
の
森
を
め
ぐ
っ
て
―
―

『
希
望
の
国
の
エ
ク
ソ
ダ
ス
』
論
　

服
部
　
晃
和

―
―
作
中
に
み
る
村
上
龍
の
教
育
観
―
―

水
上
勉
「
五
番
町
夕
霧
楼
」
論

林
下
ち
あ
き

「
小
旗
」
―
―
赤
い
小
旗
が
映
す
父
の
宿
命
―
―

平
山
　
彩
子

平
安
京
に
お
け
る
宴
の
松
原
の
研
究

藤
木
麻
衣
子

芥
川
龍
之
介
「
偸
盗
」
論

藤
原
莉
奈
子

京
都
府
亀
岡
市
の
頼
政
塚
　

前
田
　
真
吾

―
―
そ
の
生
成
背
景
と
精
神
風
土
―
―

鹿
児
島
県
に
お
け
る
タ
ノ
カ
ン
サ
ァ
信
仰
の
精
神
風
土
　

―
―
田
の
神
舞
型
を
め
ぐ
っ
て
―
―

前
田
　
隆
仁

夢
野
久
作
「
ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ
」
論

松
尾
真
由
子

貴
人
来
訪
伝
承
　

松
岡
　
祥
子

―
―
愛
知
県
足
助
町
に
伝
わ
る
二
条
良
基
伝
承
を
め
ぐ
っ
て
―
―

岡
本
か
の
子
「
家
霊
」
に
み
る
い
の
ち
の
呼
応
　

―
―
「
鮨
」
を
合
わ
せ
鏡
と
し
て
―
―

松
本
　
明
枝

宮
澤
賢
治
「
よ
だ
か
の
星
」
論
　

丸
山
　
詩
織

―
―
よ
だ
か
の
飛
翔
に
み
る
賢
治
の
生
命
観
―
―

『
後
三
年
合
戦
絵
詞
』
考
　

三
石
　
弘
明

―
―
弓
箭
描
写
を
端
緒
と
し
て
―
―

万
葉
集
に
お
け
る
髪
　

宮
本
　
裕
美

―
―
主
に
黒
髪
に
つ
い
て
―
―

俵
万
智
短
歌
の
表
現
特
徴
　

三
好
　
早
紀

―
―
語
彙
分
析
の
視
点
か
ら
―
―

寺
山
修
司
シ
ナ
リ
オ
　
『
田
園
に
死
す
』
に
お
け
る
サ
ー

カ
ス
団
の
役
割
　

村
上
　
陽
子

―
―
も
っ
と
サ
ー
カ
ス
を
！
―
―

『
城
塞
』
に
見
る
司
馬
遼
太
郎
の
生
死
観

森
實
　
　
亮

李
良
枝
「
由
煕
」
論

森
谷
有
美
子

有
島
武
郎
論
　

山
本
　
倫
子

―
―
「
惜
み
な
く
愛
は
奪
ふ
」
を
中
心
に
―
―

野
坂
昭
如
『
火
垂
る
の
墓
』
論
　

山
本
裕
美
子

―
―
戦
争
孤
児
の
生
―
―

丹
波
国
造
り
伝
承
と
そ
の
原
風
景
　

湯
浅
　
佑
介

―
―
亀
岡
市
保
津
に
宿
る
神
々
と
そ
の
信
仰
を
巡
っ
て
―
―

野
上
弥
生
子
『
海
神
丸
』
論

渡
邉
は
る
か

浮
世
絵
の
表
現
技
法
の
一
考
　

金
　
鳳
　
任

―
―
七
小
町
を
中
心
に
―
―

『
万
葉
集
』
柿
本
人
麻
呂
　

平
井
　
久
美

―
―
石
見
相
聞
歌
に
お
け
る
「
和
多
豆
」
考
―
―

草
津
の
姥
ヶ
餅
と
鳥
羽
の
お
せ
き
餅
　

福
永
　
未
来

―
―
境
の
神
を
祀
る
巫
女
―
―

「
人
間
失
格
」
に
見
る
太
宰
治
　

石
原
　
明
子

―
―
生
と
死
に
つ
い
て
―
―

金
城
一
紀
『
Ｇ
Ｏ
』
に
つ
い
て
　

河
野
　
純
一

―
―
小
説
と
映
画
で
の
違
い
―
―

新
美
南
吉
『
ご
ん
狐
論
』

佐
藤
　
　
萌

―
―
ご
ん
の
死
の
意
味
の
考
察
―
―

民
主
主
義
文
学
運
動
と
徳
永
直
　

和
田
　
　
崇

―
―
「
勤
労
者
文
学
」
推
進
者
の
姿
―
―

美
人
画
に
お
け
る
遊
女

大
島
　
里
花

川
端
康
成
「
伊
豆
の
踊
子
」
に
お
け
る
主
題
考
察志

萱
　
浩
朗

三
島
由
紀
夫
『
春
の
雪
』
の
純
愛
　

寒
川
　
周
子

―
―
綾
倉
聡
子
か
ら
の
視
点
―
―

相
田
み
つ
を
『
に
ん
げ
ん
だ
も
の
』
の
考
察

内
藤
友
美
子

『
藪
の
中
』
に
お
け
る
女
性
観

長
谷
川
香
織

百
鬼
夜
行
の
行
き
交
う
町
　

福
永
　
　
茜

―
―
あ
は
は
の
辻
を
め
ぐ
っ
て
―
―

中
島
敦
『
山
月
記
』
論

宮
垣
　
真
維

芥
川
龍
之
介
『
芋
粥
』
論
　

矢
形
　
恵
理

―
―
五
位
の
心
理
変
化
に
つ
い
て
―
―

江
國
香
織
『
す
き
ま
の
お
と
も
だ
ち
た
ち
』

西
田
　
仁
美

―
―
「
す
き
ま
」
の
世
界
に
つ
い
て
―
―

オ
タ
ク
的
文
化
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
る
文
学
考
察伊

藤
　
雅
人

若
山
牧
水
『
海
の
声
』
論
　

川
瀬
　
春
奈

―
―
恋
と
自
然
へ
の
あ
こ
が
れ
―
―
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葉
山
嘉
樹
『
海
に
生
く
る
人
々
』
論

朝
見
　
五
子

若
山
牧
水
『
み
な
か
み
』
に
み
る
破
調
歌
　

奥
田
　
松
平

―
―
啄
木
を
視
座
と
し
て
―
―

角
田
光
代
『
対
岸
の
彼
女
』

立
場
の
違
う
女
性
の
友
情

が
成
り
立
つ
と
い
う
こ
と
が
、
具
体
的
に
ど
う
描
か
れ

て
い
る
か

小
澤
　
容
子

大
阪
府
枚
方
市
に
伝
わ
る
苅
屋
姫
伝
承
の
生
成
背
景

芝
　
か
お
り

全
国
放
言
に
お
け
る
尊
敬
語
の
研
究

橋
場
ま
ゆ
み

『
風
葉
和
歌
集
』
考
　

藤
田
　
さ
ほ

―
―
「
女
院
」
の
詠
歌
を
通
し
て
―
―

和
歌
山
県
岩
出
町
に
伝
わ
る
住
持
池
の
伝
説
と
そ
の
風
景

―
―
女
人
入
水
伝
承
の
系
譜
を
め
ぐ
っ
て
―
―

喜
多
　
晃
嗣

吉
本
ば
な
な
『
ハ
ネ
ム
ー
ン
』

澤
田
奈
々
江

―
―
竹
垣
の
向
こ
う
側
―
―

山
崎
彬
『
注
目
』
論

中
栄
　
遊
子

岡
本
か
の
子
「
金
魚
撩
乱
」
の
金
魚
の
意
味
を
さ
ぐ
る

平
井
健
二
郎

宮
本
輝
『
青
が
散
る
』
論
　

松
本
　
健
吾

―
―
喪
失
感
の
希
求
―
―

遠
藤
周
作
「
青
い
小
さ
な
葡
萄
」
論

村
山
　
　
遊

20
世
紀
少
年
　

井
麻
友
子

―
―
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
的
支
配
と
の
対
決
―
―

芥
川
龍
之
介
『
玄
鶴
山
房
』
論

山
崎
健
太
郎

書
を
捨
て
よ
町
へ
出
よ
う

秋
吉
　
大
輔

芹
沢
光
治
良
『
橋
の
手
前
』

作
家
の
立
つ
位
置
　
な
ぜ

『
橋
の
手
前
』
な
の
か

喜
名
景
一
朗

近
松
心
中
物
語
に
つ
い
て

小
嶌
真
由
子

金
原
ひ
と
み
『
オ
ー
ト
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
』

岡
田
貴
代
美

―
―
感
覚
優
位
文
学
の
成
立
―
―

近
世
の
演
劇
に
於
け
る
「
狂
乱
」

江
藤
　
　
渚

源
氏
雲
浮
世
画
合

小
森
　
仁
美

日
本
語
の
現
代
的
敬
語
表
現
に
お
け
る
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
と

モ
ダ
リ
テ
ィ

中
本
　
多
恵

文
学
科
　
中
国
文
学
専
攻

魯
迅
或
い
は
魯
迅
の
作
品
に
於
け
る
女
性
像
及
び
戀
愛
又

は
エ
ロ
ス

畑
　
　
文
尊

王
粲
の
「
七
哀
詩
」
と
「
従
軍
詩
」

浅
井
　
公
輝

共
工
と
古
代
羌
族

浅
野
　
沙
代

隋
の
煬
帝
と
唐
の
太
宗

井
内
　
菜
美

『
千
文
字
』
に
み
る
原
文
と
続
編
の
比
較

入
山
　
明
菜

―
―
成
立
背
景
と
文
学
的
特
徴
を
中
心
に
―
―

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
見
る
現
代
中
国
女
性
の
美
意
識岡

u

綾
子

恵
果
と
い
う
人

岡
崎
　
　
萌

孔
子
の
思
想
に
お
け
る
「
仁
」
の
特
徴
　

小
畑
　
　
亮

―
―
『
論
語
』
を
中
心
に
―
―

中
国
文
化
大
革
命
発
端
の
理
由

木
村
　
理
恵

李
徴
・
そ
の
性
格
の
変
遷

熊
谷
ま
ゆ
み

『
人
虎
伝
』
か
ら
『
山
月
記
』
へ

中
国
に
お
け
る
ひ
ょ
う
た
ん

高
坂
　
桃
子

王
道
と
覇
道
　

小
森
　
　
孟

―
―
『
孟
子
』
を
中
心
と
し
て
―
―

関
羽
が
神
に
な
っ
た
理
由

曽
和
　
幸
子

曹
操
と
詩

田
口
　
耕
平

儒
教
の
宗
教
性
―
―
孝
・
礼
を
中
心
に
―
―

田
代
　
麻
美

折
楊
柳
に
つ
い
て
の
考
察

大
長
千
恵
美

中
国
に
お
け
る
蝙
蝠
の
イ
メ
ー
ジ

中
嶋
　
篤
実

中
国
野
球
の
発
展

中
山
　
祐
輔

老
舎
の
結
婚
観

西
原
　
雅
子

荀
子
・
孟
子
の
教
育
論
　

西
村
　
裕
太

―
―
人
間
観
を
中
心
と
し
て
―
―

中
国
の
法
哲
学

林
　
　
亮
介

詩
か
ら
考
察
す
る
薛
濤
像

藤
木
亜
也
子

古
代
中
国
人
の
死
生
観
　

真
木
　
裕
一

―
―
崑
崙
山
を
中
心
に
―
―

中
国
人
の
面
子
観

松
永
　
有
二

黄
河
治
水
の
観
点
か
ら
見
た
中
国
神
話
の
構
造
　

―
―
禹
を
中
心
に
―
―

加
藤
　
誠
二

魯
迅
と
藤
野
先
生
の
関
係

佐
藤
　
暢
裕

魯
迅
が
先
生
を
評
価
す
る
理
由

蘇
東
坡
と
茘
枝

平
澤
　
華
耶

華
僑
が
与
え
た
東
南
ア
ジ
ア
社
会
に
対
す
る
影
響村

田
　
祥
平

「
曹
操
孟_

」
と
「
李
光
耀
」

野
村
　
祥
子

独
裁
者
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

中
国
古
代
に
お
け
る
夢
の
比
較

河
地
　
良
典

狐
の
イ
メ
ー
ジ
　

畑
　
　
友
人

―
―
志
怪
・
伝
奇
小
説
に
お
け
る
変
化
―
―
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文
学
科
　
英
米
文
学
専
攻

W
.S

om
erset

M
augham

’s
T

he
M

oon
and

S
ixpence:

W
ander

and
W

andering
ofa

S
oalK

an
a

F
u

kam
izu

Jan
e

A
u

sten

研
究
　P

ride
an

d
P

reju
dice

―
―E

li zabeth

の
結
婚
観
を
中
心
に
―
―

公
庄
　
可
奈

P
rid

e
an

d
P

rejid
ice

研
究
　

秋
山
久
美
子

三
組
の
結
婚
に
つ
い
て

D
avid

C
opperfield

研
究
　

伊
f

麻
理

―
―
な
ぜSteerforth

の
も
つ
魔
力
に
魅
か
れ
る
の
か
―
―

E
dgar

A
llan

P
oe

研
究
　

石
川
　
善
章

―
―P

oe

の
詩
の
世
界
は
如
何
に
し
て
作
ら
れ
た
の
か
―
―

A
C

h
ristm

as
C

arol

研
究
　

石
田
　
万
葉

―
―
デ
ィ
ケ
ン
ズ
が
伝
え
た
い
大
人
へ
の
教
訓
、
子
ど
も
へ
の

教
育
―
―

L
ew

is
C

arroll’s
A

lice’s
A

dventures
in

W
onderland:

W
hat

is
the

S
ecret

m
essage

from
C

arroll

tow
ards

readers
in

th
e

V
ictorian

era?

石
原
　
真
里

メ
タ
フ
ァ
ー
表
現
の
基
盤

伊
地
知
真
央

S
h

akespeare

の
『
ヴ
ェ
ニ
ス
の
商
人
』
に
お
け
る
ユ
ー

モ
ア
と
人
間
性
　

井
手
　
佑
紀

―
―
３
つ
の
場
面
か
ら
見
る
登
場
人
物
―
―

T
h

e
S

carlet
L

etter

研
究

井
上
　
美
園

A
lice’s

A
d

ven
tu

res
in

W
on

d
erlan

d

研
究
　

―
―W

on
derlan

d

と
は
何
か
―
―

今
村
　
聡
美

T
H

E
L

IT
T

L
E

W
O

M
E

N

研
究
　

岩
佐
奈
央
美

―
―
理
想
と
現
実
―
―

J.D
.S

alin
ger,T

h
e

C
atch

er
in

th
e

R
ye

研
究

―
―
捕
ま
え
手
を
あ
き
ら
め
たH

olden

―
―

宇
佐
見
公
昭

冠
詞
の
用
法
の
研
究

内
海
　
伸
一

使
役
構
文
研
究
　

江
尻
考
與
志

―
―
語
彙
的
使
役
動
詞
の
使
役
起
動
交
替
―
―

S
teph

en
L

in
g:A

pt
P

u
pil

from
D

ifferen
t

S
eason

s

研
究
　

追
立
　
龍
祐

―
―
読
み
手
が
受
け
る
恐
怖
に
つ
い
て
の
考
察
―
―

T
h

eodore
D

reiser,S
IS

T
E

R
C

A
R

R
IE

研
究
　

大
櫛
　
雅
子

―
―C

arrie

に
と
っ
て
の
「
幸
福
」
に
つ
い
て
―
―

E
rn

est
H

em
in

gw
ay’s

T
h

e
O

ld
M

an
an

d
th

e
S

ea:

E
n

du
ran

ce
N

ever
B

e
N

oth
in

g

大
田
れ
い
奈

G
reat

E
xpectation

s

研
究
　

大
谷
　
加
奈

―
―C

harles
D
ickens

が
描
くP

ip

の
罪
―
―

Jan
e

A
u

sten
,

P
rid

e
an

d
P

reju
d

ice

研
究

―
―
物
語
に
込
め
ら
れ
た
作
者
の
結
婚
観
―
―

大
東
　
千
恵

間
投
詞
の
統
語
研
究

大
宅
　
　
徹

E
.E

.C
u

m
m

in
gs

研
究

小
川
　
智
美

T
h

e
S

tran
ge

C
ase

of
D

r.J
ekyll

an
d

M
r.H

yd
e

と

M
ary

R
eilly

の
比
較
　

尾
f

裕
子

―
―
ハ
イ
ド
は
な
ぜ
メ
ア
リ
ー
を
殺
さ
な
い
の
か
―
―

C
h

arles
D

icken
s

研
究
　

小
田
　
麻
貴

―
―
娼
婦
ナ
ン
シ
ー
か
ら
読
む“O

liver
T
w
ist”

L
ittle

W
om

en

研
究
　Jo

に
と
っ
て
家
族
と
は
？兼

田
由
香
里

T
on

iM
orison

,T
h

e
B

lu
est

E
ye

研
究
　
菊
池
　
景
子

―
―Pecola

の
美
の
基
準
は
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
か
―
―

ル
イ
ス
キ
ャ
ロ
ル
と
三
つ
の
ア
リ
ス
物
語
か
ら
見
る
彼
の

少
女
観

木
谷
　
優
見

E
.M

.F
orster,A

R
oom

w
ith

a
V

iew

研
究

―
―
ル
ー
シ
ー
の
精
神
的
成
長
―
―

北
村
　
千
晴

類
型
論
に
よ
る
日
英
語
比
較
研
究
　

清
野
　
方
朗

―
―
衛
生
フ
レ
ー
ム
言
語
と
動
詞
フ
レ
ー
ム
言
語
の
視
点
か
ら
―
―

動
詞
に
付
与
さ
れ
る
意
味
役
割
と
名
詞
化
　

金
　
京
　
恵

―
―
日
・
英
・
朝
比
較
―
―

『
若
い
芸
術
家
の
肖
像
』
研
究
　

金
　
嚮
　
奈

―
―
宗
教
か
ら
の
離
脱
、
そ
し
て
芸
術
―
―

F
ran

cis
S

cott
key

F
itzgerald,T

h
e

G
reat

G
atsby

研
究
　

具
足
　
奈
々

―
―
「G

reat

」
に
込
め
ら
れ
た
意
味
―
―

E
.M

.forster’s
A

P
assage

to
India:“T

he
S

earch
of

th
e

H
u

m
an

R
ace

for
a

M
ore

L
astin

g
H

om
e”

米
田
　
亮
一

A
F

arew
ellto

A
rm

s

研
究
　

左
古
田
朝
未

―
―
背
景
に
込
め
ら
れ
た
象
徴
性
―
―

L
an

gston
H

u
gh

es

が
描
い
た
黒
人
像

佐
々
木
直
子

『
ク
リ
ス
マ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
』
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
的
発

言
と
物
語
の
そ
の
後

佐
藤
真
梨
子

L
ittle

W
om

en

研
究
　

佐
藤
　
友
佳

―
―
伝
統
的
価
値
観
の
踏
襲
と
脱
却
の
狭
間
で
―
―

“L
ittle

W
om

en
”

に
お
け
る
女
性
像
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

澤
邊
　
麻
美
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E
.E

.C
u

m
m

in
gs

研
究

地
頭
所
　
里

―
―
描
か
れ
た
自
然
の
世
界
―
―

T
h

e
S

tran
ge

C
ase

of
D

r.J
ekyll

an
d

M
r.H

yd
e

と

M
ary

R
eilly

の
比
較
研
究

鈴
木
　
祐
実

T
h

e
P

ortrait
of

a
L

ad
y

研
究
　

千
條
　
加
恵

―
―Isabel

の
ロ
ー
マ
帰
還
に
お
け
る
考
察
―
―

K
azu

o
Ish

igu
ro’s

T
h

e
R

em
ain

s
of

th
e

D
ay

P
rofession

as
P

erson
a--S

elf-R
estrain

t
an

d

G
row

th

銭
田
　
優
香

O
liver

T
w

ist

研
究
　

谷
口
香
奈
枝

―
―C

harles
D
ickens

が
描
く
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
腐
敗
―
―

G
on

e
w

ith
th

e
w

in
d

研
究
　

田
淵
　
夏
実

―
―Scarlett

と
タ
ラ
に
つ
い
て

R
aym

on
d

C
arver

作
品
研
究

田
渕
　
　
遼

O
ld

P
ossu

m
’s

B
ook

of
P

ractical
C

ats

か
ら

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ルC

ats

へ
　

翻
案
の
過
程
で
見
え
て
く
る
も
の

吉
井
ま
ど
か

T
en

d
er

Is
th

e
N

igh
t

研
究
　

中
尾
　
　
綾

―
―
題
名
の
由
縁
は
何
か
―
―

D
an

ielkeyes,F
low

ers
for

A
lgern

on
:

A
n

E
xam

in
ation

of
In

tertetu
alA

llu
siou

s,

I.Q
.,an

d
C

h
aracterization

中
村
慎
太
郎

T
h

om
as

H
ardy

のT
ess

of
th

e
D

’U
rbervilles

と

J
u

d
e

th
e

O
bscu

re

に
お
け
る“Im

m
an

en
t

W
ill”

中
村
　
　
望

E
m

m
a

研
究
　

中
村
　
美
月

―
―
主
人
公
を
通
し
て
見
る
作
品
の
喜
劇
性

L
igh

t
in

A
u

gu
st

研
究
　

浪
方
　
美
佐

―
―
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
の
人
間
観
に
つ
い
て

E
dgar

A
llan

P
oe

研
究
　

野
田
　
知
世

―
―
「
強
迫
観
念
」
か
ら
見
るP

oe

の
女
性
像
―
―

T
on

iM
orrison

,T
h

e
B

lu
est

E
ye

研
究
　

橋
本
　
直
樹

―
―
各
登
場
人
物
に
見
る
差
別
社
会
の
現
状
と
希
望
―
―

C
arlS

an
dbu

rg

研
究

羽
田
野
幸
子

Y
an

n
M

artel’s
L

ife
of

P
i

浜
浦
　
　
崇

『
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
』『
鏡
の
国
の
ア
リ
ス
』
研
究

濱
田
　
聖
乃

N
orth

an
ger

A
bbey

研
究
　

平
尾
　
優
季

―
―
ゴ
シ
ッ
ク
小
説
を
読
む
ヒ
ロ
イ
ン
―
―

D
aisy

M
iller

研
究
　

廣
田
真
由
子

―
―D

aisy
M
iller

の
人
物
像
に
つ
い
て

T
h

e
H

eart
of

th
e

M
atter

研
究
　

福
所
　
麻
美

―
―
憐
憫
と
神
へ
の
愛
に
つ
い
て
―
―

T
he

O
ld

M
an

and
the

S
ea

研
究

S
antiago

の
人
物
像

藤
井
　
賢
児

R
obin

son
C

ru
soe

研
究
　

藤
本
　
恵
里

―
―
宗
教
的
側
面
か
ら
の
考
察
―
―

O
scar

w
ild

のT
h

e
P

ictu
re

of
D

orian
G

ray

に
描
か
れ

る
デ
カ
ダ
ン
ス

藤
原
　
　
忍

L
ittle

W
om

en

とT
he

L
ittle

w
om

en

研
究

松
崎
　
匠
子

―
―
「
現
実
性
」
と
「
理
想
像
」
に
つ
い
て
―
―

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
方
言
と
階
級
社
会
の
関
係

松
浪
由
香
里

A
n

n
e

of
G

reen
G

ables

研
究
　

南
　
ゆ
か
り

―
―
そ
こ
に
読
み
取
れ
る
教
え
―
―

T
h

e
L

ittle
W

om
en

研
究

峯
野
か
ほ
り

W
alt

W
h

itm
an

研
究
　

矢
壁
　
康
洋

―
―L

eaves
ofG

rass

に
み
る
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
の
描
い
た
人
間
―
―

A
S

tu
dy

of
W

illiam
B

lake’s
T

h
e

B
ook

of
T

h
e

I
:

A
m

bigu
ou

s
S

ym
bolization

八
木
　
尋
巳

W
illiam

F
au

lkn
er

研
究
　“A

R
ose

for
E

m
ily”

矢
野
　
依
里

A
lice’s

A
d

ven
tu

res
in

W
on

d
er

lan
d

:M
essages

from
L

ew
is

C
arroll

山
口
　
　
剛

会
話
の
含
意
の
日
英
語
比
較
　

山
重
　
沙
織

―
―
文
化
と
の
関
係
―
―

複
合
語
と
派
生
語

横
山
　
文
香

w
h

移
動
が
起
こ
る
理
由

吉
田
　
　
寛

グ
レ
ア
ム
・
グ
リ
ー
ン
研
究
（
小
説
と
映
像
）

吉
村
麻
理
子

D
ennis

B
ock’s

T
he

A
sh

G
arden

脇
坂
　
朋
樹

T
h

e
W

averin
g

of
L

ife-lon
g

C
on

viction

T
h

e
P

ictu
re

of
D

orian
G

ray

に
あ
ら
わ
れ
る
世
紀
末
的

要
素

和
才
　
千
尋

L
ouisa

M
ay

A
lcott,L

ittle
W

om
en

研
究

陳
　
笑

―
―
３
つ
の
家
庭
教
育
を
中
心
に
―
―

L
u

cy
M

an
de

M
on

tgom
ery’s

A
n

n
e

of
G

reen

G
ables:T

h
e

In
flu

en
ce

A
n

n
e

S
h

irley
h

as
on

M
arilla

C
u

th
bert

三
村
亜
矢
子

オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
『
真
面
目
が
肝
心
』
に
お
け
る

「
真
面
目
」
の
意
味

松
岡
　
有
香

L
ittle

w
om

en
,G

ood
W

ives

研
究
　Jo

の
抵
抗原

田
　
恵
理

中
学
校
・
高
等
学
校
に
お
け
る
英
語
教
育

北
村
　
香
織
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J.R
.R

.T
olkien

’s
T

h
e

L
ord

of
th

e
R

in
gs:

T
h

e
R

igh
t

H
eroes

in
th

e
R

igh
t

P
lace

鈴
木
　
朋
美

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
　

松
村
　
　
茜

―
―M

.A
.K

.H
alliday

の
体
系
機
能
文
法
を
中
心
に
―
―

ゴ
ス
ペ
ル
の
父
と
呼
ば
れ
る
人
物
、T

h
om

as
A

.D
orsey

の
生
涯
　

道
上
　
綾
子

―
―
ブ
ル
ー
ス
か
ら
ゴ
ス
ペ
ル
へ
の
移
行
を
中
心
に
―
―

間
投
詞
と
し
て
のC

h
rist

とS
w

ear
w

ords

山
f
由
貴
子

動
詞
句
削
除
現
象

今
村
　
瑠
衣

未
来
を
表
す
表
現

佐
藤
え
り
子

S
on

gs
of

In
n

ocen
ce

an
d

of
E

xperien
ce

研
究

―
―B

lake

が
描
く
子
供
―
―

佐
藤
　
加
奈

“P
relu

des”

研
究
　

出
口
麻
友
美

―
―T

.S.E
liot

は
ど
ん
な
都
会
を
描
い
た
か
―
―

R
ich

ard
W

righ
t

のN
ative

S
on

研
究
　

仲
川
沙
耶
佳

―
―
ビ
ガ
ー
の
気
持
ち
の
変
化
に
つ
い
て
―
―

現
在
時
制

美
濃
部
未
来

L
ord

of
T

h
e

F
lies

研
究
　

久
田
　
優
子

―
―
人
間
の
心
の
闇
が
も
た
ら
す
も
の
に
つ
い
て
―
―

オ
ズ
の
魔
法
使
い
研
究

本
山
　
弘
幸

発
話
の
間
接
的
伝
達
に
関
す
る
研
究

相
沢
　
雅
幸

W
allace

S
teven

s,“T
h

e
S

h
ow

M
an

”,“S
ix

S
ign

ifican
t

L
an

dscapes”
an

d
“

th
e

E
m

peror
of

Ice-C
ream

”:Z
en

W
orld

牛
江
　
麻
貴

“A
S

treetcar
N

am
ed

D
esire”

主
人
公B

lan
ch

e

と

作
者T
en

n
esse

W
illiam

s

平
上
　
元
子

ヒ
ロ
シ
マ
の
惨
劇
を
伝
え
た
文
学
　

藤
川
淳
之
介

―
―joh

n
H

ersey

のH
irosh

im
a

か
ら
み
る
―
―

T
h

e
S

carlet
L

etter

の
自
然
を
用
い
た
描
写
に
つ
い
て

八
尾
　
信
良

A
S

tu
dy

of
S

ylvia
P

lath
’s

T
h

e
B

ell
J

ar:E
sth

er’s

L
ife

in
side

th
e

B
ellJar.

山
路
　
甲
子

L
ad

y
C

h
atterley’s

L
over

か
ら
見
る
ロ
レ
ン
ス
の
ヴ
ィ

ジ
ョ
ン

清
水
香
奈
子

L
.F

ran
k

B
ou

m
’s

T
h

eosoph
icalan

d
M

atriarch
al

th
ou

gh
t

in
T

h
e

W
izard

of
O

z:T
h

e
L

an
d

of

H
u

m
an

E
qu

ality.

矢
野
　
敬
子

史
学
科
　
日
本
史
学
専
攻

近
世
中
・
後
期
に
お
け
る
土
佐
藩
の
庄
屋
　

中
本
　
圭
一

―
―
在
地
社
会
の
変
動
に
よ
る
庄
屋
の
「
衰
微
」
に
つ
い
て
―
―

幕
末
に
お
け
る
九
州
北
部
諸
藩
の
動
向
　

松
下
　
綱
樹

―
―
福
岡
・
平
戸
・
大
村
の
三
藩
を
中
心
に
―
―

江
戸
時
代
に
お
け
る
飲
酒
と
規
制
に
つ
い
て

青
井
　
悠
子

世
界
遺
産
条
約
批
准
と
屋
久
島
登
録
に
関
す
る
考
察

青
木
　
善
照

ア
イ
ヌ
文
化
と
和
人
の
接
触
　

東
　
　
航
平

―
―
イ
オ
マ
ン
テ
を
通
し
て
―
―

中
世
に
お
け
る
「
綱
所
」
の
展
開
　

阿
部
　
　
慎

―
―
寺
官
兼
任
威
従
の
活
動
に
注
目
し
て
―
―

平
安
時
代
前
期
に
お
け
る
土
器
の
需
給
関
係
に
つ
い
て

―
初
期
貿
易
陶
磁
器
の
個
体
数
計
測
か
ら
―

天
野
　
雄
矢

武
士
社
会
に
お
け
る
衆
道
　

有
馬
　
弘
訓

―
―
追
腹
を
め
ぐ
る
事
例
を
中
心
と
し
て
―
―

大
日
本
武
徳
会
と
大
浦
兼
武

飯
塚
　
　
脩

鬼
ノ
城
―
―
在
地
に
お
け
る
意
義
―
―

池
上
　
　
緑

新
た
な
春
日
局
像
　

市
川
　
妙
子

―
―
諸
資
料
か
ら
み
る
春
日
局
像
の
変
遷
―
―

公
認
競
馬
の
復
興
　

井
上
　
貴
夫

―
―
闇
競
馬
と
ア
メ
リ
カ
進
駐
軍
が
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
―
―

「
実
業
補
習
学
校
公
民
科
教
授
要
綱
」
に
つ
い
て

―
―
題
目
「
社
会
改
善
」
の
検
討
を
中
心
に
―
―

大
岩
　
悠
子

サ
ッ
カ
ー
の
社
会
的
需
要
　

大
川
　
泰
伸

―
―
地
域
別
に
見
た
普
及
の
違
い
―
―

遺
跡
の
保
存
と
活
用
に
つ
い
て
　

表
原
　
克
代

―
―
史
跡
整
備
の
あ
り
方
と
現
状
・
課
題
―
―

疫
病
と
御
霊
会
　

鍵
山
美
帆
子

―
―
貞
観
五
年
御
霊
会
の
意
義
―
―

戦
後
転
換
期
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
主
義
　

影
浦
　
順
子

―
―
上
田
・
小
野
論
争
の
再
検
討
―
―

醍
醐
寺
三
宝
院
領
の
研
究
　

鍛
冶
　
利
雄

―
―
正
長
二
年
安
堵
目
録
を
め
ぐ
っ
て
―
―

古
代
日
本
の
霊
魂
観
と
怨
霊

金
子
　
昌
史

西
郷
隆
盛
へ
の
認
識
と
影
響
　

上
村
　
円
佳

―
―
官
と
民
に
お
け
る
記
述
の
差
異
―
―

森
田
節
斎
の
再
検
討

岸
本
　
英
子

古
代
中
世
移
行
期
に
お
け
る
東
大
寺
領
荘
園
の
動
向
　

―
―
学
生
供
料
を
手
が
か
り
に
―
―

北
川
　
貴
章

植
民
地
朝
鮮
の
国
語
政
策
　

喜
多
幅
有
理

―
―
第
一
次
世
界
大
戦
前
後
に
於
け
る
提
言
に
つ
い
て
―
―

戦
国
期
細
川
高
国
の
動
向
に
つ
い
て

久
保
　
　
剛

近
世
期
に
お
け
る
信
仰
の
諸
相
　

古
賀
康
太
郎

―
―
往
生
伝
の
分
析
を
中
心
と
し
て
―
―
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明
治
・
大
正
の
大
阪
映
画
を
考
え
る
　

小
西
　
秀
典

―
―
新
聞
広
告
・
連
鎖
劇
を
中
心
に
―
―

三
井
の
中
上
川
彦
次
郎
　

齋
藤
　
　
理

―
―
中
上
川
彦
次
郎
と
益
田
孝
と
三
井
同
族
そ
れ
ぞ
れ
の
思
惑
―
―

沖
縄
史
に
お
け
る
ユ
タ
　

斉
藤
　
磨
理

―
―
大
正
期
・
１
９
９
０
年
代
の
ユ
タ
弾
圧
を
中
心
に
考
察
―
―

近
世
被
差
別
民
の
生
業
　

櫻
本
　
泰
司

―
―
大
坂
の
被
差
別
民
の
生
活
―
―

勅
撰
三
漢
詩
集
成
立
の
背
景

佐
藤
　
一
樹

在
日
朝
鮮
人
運
動
の
路
線
転
換
と
「
吹
田
事
件
」佐

藤
　
拓
哉

良
源
と
応
和
の
宗
論
に
つ
い
て

渋
谷
　
真
実

銭
鋳
型
に
関
す
る
考
察

城
江
　
麻
美

「
賤
称
廃
止
令
」
の
歴
史
的
意
義

関
　
　
　
誠

大
化
後
の
宗
教
政
策
　

t
木
　
春
菜

―
―
天
武
・
持
統
朝
を
中
心
と
し
て
―
―

職
の
体
系
と
職
人
論
―
―
鋳
物
師
の
職
―
―

t
田
小
百
合

不
良
少
年
と
流
行

高
田
　
雅
士

坂
東
武
士
団
と
京
都
　

田
川
　
貢
佑

―
―
狩
野
・
工
藤
氏
、
北
条
氏
を
中
心
に
―
―

近
世
飯
塚
宿
の
成
立
と
発
展

武
田
　
　
綾

中
世
日
本
に
お
け
る
鬼
認
識
と
他
者
観
　

田
邊
　
彩
華

―
―
酒
呑
童
子
説
話
を
手
が
か
り
に
―
―

中
世
の
当
道
座
に
お
け
る
盲
人
の
実
態
と
健
常
者
の
台
頭

谷
口
　
貴
史

日
常
に
お
け
る
菓
子
の
意
義
　

土
本
　
喜
子

―
―
ク
リ
ス
マ
ス
・
ケ
ー
キ
と
関
連
さ
せ
て
―
―

古
都
再
生
の
群
像
　

東
海
　
貴
真

―
―
昭
和
初
期
京
都
に
お
け
る
小
売
商
業
振
興
策
―
―

東
福
寺
の
寺
院
組
織
に
つ
い
て

中
井
　
芳
美

古
代
末
〜
中
世
の
土
師
器
皿
　

中
北
　
裕
子

―
―
京
都
・
斎
宮
に
お
け
る
一
括
廃
棄
土
器
に
つ
い
て
―
―

戦
後
京
都
に
お
け
る
震
災
対
策
と
防
災
意
識

中
谷
　
真
奈

上
野
戦
争
の
意
味

永
井
　
祐
介

田
舎
出
身
の
出
版
人
・
坂
本
嘉
治
馬
　

長
尾
　
麻
衣

―
―
『
日
本
家
庭
百
科
事
彙
』
を
軸
と
し
て
―
―

占
領
期
日
本
に
お
け
る
社
会
教
育
か
ら
の
民
主
化
に
つ
い
て

西
口
実
絵
子

明
治
初
期
の
不
平
華
族
に
つ
い
て
　

西
田
　
智
洋

―
―
愛
宕
事
件
と
外
山
事
件
―
―

都
市
鎌
倉
の
道
路
構
造

西
脇
　
真
悟

水
野
　
龍

狹
間
　
一
恵

滋
賀
県
大
津
市
に
お
け
る
公
営
競
技
の
変
遷
に
関
す
る
考
察

―
―
競
輪
・
競
艇
事
業
の
歴
史
と
課
題
―
―

浜
付
　
丈
夫

二
条
城
二
の
丸
御
殿
唐
門
の
彫
刻
に
つ
い
て
　
林
　
　
由
華

―
―
龍
・
虎
彫
刻
を
中
心
に
―
―

大
正
時
代
に
お
け
る
婦
人
参
政
権
の
意
識
　

平
野
佐
代
子

―
―
治
安
警
察
法
第
五
条
の
改
正
を
も
と
に
―
―

戦
前
〜
戦
後
期
に
み
る
高
校
野
球
の
連
続
性
と
不
連
続
性

平
山
　
将
希

戦
国
期
在
地
社
会
構
造
と
領
主
権
力
　

―
―
甲
賀
郡
中
惣
と
そ
の
機
能
―
―

廣
原
　
和
紀

江
戸
の
盛
り
場
と
開
帳

藤
井
　
藍
子

１
９
５
０
年
代
戦
争
映
画
の
変
容

藤
井
洋
一
郎

広
隆
寺
の
薬
師
信
仰

藤
森
　
恵
美

平
城
宮
の
特
殊
性

堀
川
　
明
子

１
９
３
０
年
代
の
漫
才
　

松
浦
　
　
優

―
―
大
衆
娯
楽
雑
誌
「
ヨ
シ
モ
ト
」
を
用
い
て
―
―

「
観
光
都
市
京
都
」
の
出
発
と
現
在

松
浦
　
玲
佳

天
皇
の
生
母
の
出
自
の
変
化
に
つ
い
て
の
一
考
察松

下
　
智
尋

中
世
に
お
け
る
神
功
皇
后
信
仰
に
つ
い
て
　

松
田
　
侑
子

―
―
九
州
・
聖
母
信
仰
と
山
城
・
八
幡
信
仰
と
の
比
較
か
ら
―
―

友
禅
の
近
代
化
を
め
ぐ
る
歴
史
的
諸
考
察
　

眞
鍋
　
沙
智

―
―
明
治
期
を
中
心
に
―
―

近
世
の
熊
野
信
仰
　

深
山
絵
梨
奈

―
―
房
総
地
方
を
中
心
に
―
―

日
本
人
に
な
る
こ
ろ
に
　

向
坂
　
達
矢

―
―
竹
内
文
書
に
見
る
日
本
人
の
カ
タ
チ
―
―

時
房
流
北
条
氏
の
展
開
　

宗
山
遼
太
郎

―
―
大
仏
氏
の
動
向
を
中
心
に
―
―

弥
生
時
代
後
期
初
頭
に
お
け
る
土
器
の
様
相
　
谷
上
真
由
美

―
―
畿
内
地
域
を
中
心
に
―
―

古
代
の
炊
飯
　

山
岸
枝
里
子

―
―
土
器
の
成
形
か
ら
炊
飯
ま
で
の
過
程
―
―

女
性
埋
葬
墳
の
性
格

山
下
　
有
子

皇
極
天
皇
の
譲
位
に
つ
い
て
の
一
考
察

山
戸
　
沙
織

映
画
か
ら
探
る
ヤ
ク
ザ
の
ま
な
ざ
し

山
本
　
雄
大

戦
国
期
・
肥
前
国
に
お
け
る
龍
造
寺
氏
の
大
名
領
国
形
成

過
程
に
つ
い
て

吉
岡
　
誠
也

祇
園
会
見
物
に
み
る
社
会
構
造

吉
國
　
涼
子

中
世
奈
良
の
興
福
寺
　

吉
田
　
充
秀

―
―
大
和
支
配
に
お
け
る
興
福
寺
と
筒
井
氏
の
関
係
―
―
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古
代
日
本
に
お
け
る
”く
る
ふ
“

吉
田
　
幸
代

近
世
京
都
近
郊
農
村
に
関
す
る
一
考
察

吉
田
　
裕
佑

江
戸
・
名
所
考
　

渡
邊
　
祐
子

―
―
近
世
都
市
に
生
き
た
人
々
の
自
然
観
―
―

『
日
本
書
紀
』
の
作
成
意
図
へ
の
考
察
　

権
　
　
ハ
リ

―
―
実
際
の
執
筆
陣
と
し
て
の
渡
来
系
宮
人
の
存
在
―
―

鳴
滝
乾
山
焼
の
諸
相
（
窯
道
具
を
中
心
に
）

高
橋
　
克
則

山
背
の
古
瓦

武
田
　
　
悠

幕
末
長
州
藩
に
お
け
る
ピ
ー
ス
フ
ィ
ー
ラ
ー
　
江
浦
　
宏
樹

―
―
吉
田
稔
麿
に
よ
る
周
旋
活
動
―
―

燃
え
る
都
と
燃
え
な
い
民
衆
　

岡
　
　
彩
子

―
―
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
京
都
町
衆
の
防
災
意
識
―
―

吉
田
松
陰
と
そ
の
門
下
生
の
関
係
に
つ
い
て
　
久
後
優
香
里

―
―
近
代
的
「
孝
」
観
念
か
ら
の
一
考
察
―
―

本
居
宣
長
と
「
天
文
」

赤
堀
　
貴
之

―
―
宣
長
の
洋
楽
受
容
が
国
学
史
上
に
及
ぼ
し
た
影
響
―
―

岩
倉
具
視
と
薩
摩
藩

小
森
　
寛
子

近
代
人
の
飲
酒
文
化
と
禁
酒
運
動
の
歴
史
的
考
察
　

―
―
法
制
史
を
中
心
に
―
―

武
　
慶
子

豊
郷
村
長
　
伊
藤
忠
兵
衛

高
橋
　
真
弓

伏
見
人
形
と
民
間
信
仰

池
田
　
明
美

『
日
本
外
史
』
の
歴
史
意
識
　

加
藤
　
慶
宣

―
―
歴
史
意
識
か
ら
真
理
の
実
態
を
考
察
す
る
―
―

中
世
日
本
に
お
け
る
鋸
の
技
術
発
達
と
そ
の
影
響梅

澤
　
貴
広

小
室
信
介

大
月
　
英
雄

中
世
紀
に
お
け
る
馬
　

河
合
　
敦
実

―
―
南
部
の
馬
産
を
中
心
に
―
―

中
世
の
女
性
と
戦
争
―
―
女
騎
の
場
合
―
―

是
永
　
祐
介

中
世
に
お
け
る
鋳
物
師
の
交
易
活
動
　

佐
藤
　
修
平

―
―
河
内
鋳
物
師
を
中
心
に
―
―

沖
縄
パ
ナ
マ
製
造
業
―
―
戦
後
を
中
心
に
―
―

角
　
　
文
江

廃
藩
置
県
と
諸
藩
の
動
き
　

金
場
　
卓
也

―
―
最
後
の
奉
還
に
向
け
て
―
―

三
大
ア
ニ
メ
ブ
ー
ム
に
見
る
日
本
ア
ニ
メ
の
興
隆

―
―
ま
た
、如
何
に
し
て
日
本
の
ア
ニ
メ
は
産
業
に
な
っ
た
か
―
―

古
屋
　
恒
平

日
清
・
日
露
戦
争
期
の
新
聞
記
事
構
成
　

真
f

和
秀

―
―
東
京
日
日
新
聞
を
使
っ
て
―
―

徳
川
慶
喜
に
つ
い
て
の
一
考
察
　

阪
田
　
真
美

―
―
将
軍
後
見
職
時
代
を
中
心
に
―
―

デ
ッ
ト
マ
ー
ル
・
ク
ラ
マ
ー
の
戦
術
論

藤
田
　
祥
人

島
原
の
遊
女
と
お
水
の
花
道

小
柳
　
藍
子

史
学
科
　
東
洋
史
学
専
攻

毛
沢
東
と
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

田
中
　
真
紀

左
伝
論
評
考
―
―
小
倉
説
の
再
検
討
―
―

朝
比
奈
孝
行

香
港
返
還
に
つ
い
て
の
一
考
察

安
部
　
裕
太

日
台
関
係
に
お
け
る
一
考
察

今
井
　
康
平

古
代
中
国
に
お
け
る
色
に
つ
い
て

上
田
絵
里
加

林
彪
事
件
に
つ
い
て

大
迫
　
慎
也

古
代
中
国
の
樹
木
信
仰
に
つ
い
て
の
一
考
察

大
室
由
香
利

明
代
の
船
に
つ
い
て
　

奥
野
　
直
樹

―
―
龍
江
船
廠
志
を
も
と
に
検
証
―
―

墨
子
の
天
・
天
関
連
の
思
想
と
地
域
　

小
倉
　
　
聖

―
―
楚
を
中
心
に
―
―

明
代
洪
武
期
の
朝
貢
貿
易
に
つ
い
て

小
田
和
加
奈

中
国
人
強
制
連
行
に
伴
う
労
務
慰
安
婦
問
題

菊
池
　
俊
介

十
八
世
紀
中
末
に
お
け
る
中
蔵
交
流
に
つ
い
て
の
一
考
察

木
林
　
　
聡

草
原
で
活
き
る
モ
ン
ゴ
ル
　

君
島
　
詩
織

―
―
伝
統
的
遊
牧
と
近
代
化
に
む
け
て
革
新
す
る
モ
ン
ゴ
ル
社

会
の
狭
間
で
―
―

古
帝
王
説
話
の
展
開
　

久
保
　
裕
美

―
―
舜
禹
の
説
話
を
中
心
に
―
―

道
教
の
神
々
と
祠
廟

神
津
　
響
子

后
稷
説
話
の
編
年
か
ら
見
る
先
秦
史

小
境
　
遼
太

中
国
古
代
に
お
け
る
肉
に
従
う
文
字
の
定
着
に
つ
い
て

阪
本
　
　
泉

元
朝
に
お
け
る
色
目
人
と
身
分
制
度

相
良
晋
太
郎

上
海
租
界
　

迫
田
　
侑
希

―
―
租
界
が
与
え
た
影
響
と
今
後
―
―

唐
朝
に
お
け
る
外
国
人
文
官
　

清
水
　
亜
弥

―
―
阿
倍
仲
麻
呂
の
再
評
価
―
―

古
代
中
国
に
お
け
る
色
彩
観
　

菅
野
　
　
和

―
―
五
行
思
想
と
の
関
わ
り
か
ら
―
―

満
州
貴
族
の
国
家
観
・
民
族
観
　

図
司
　
康
宏

―
―
清
滅
亡
か
ら
満
州
事
変
ま
で
―
―

王
兵
小
考
　

立
石
　
尚
樹

―
―
『
菅
子
』
七
法
・
兵
法
・
参
患
・
地
圖
と
の
関
係
を
中
心
に
―
―

王
安
石
政
権
の
構
造
と
崩
壊
の
理
由
に
つ
い
て

辻
　
　
恭
子
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開
読
の
変
に
つ
い
て
　

中
村
　
翔
大

―
―
周
順
昌
の
著
作
を
中
心
に
―
―

一
九
一
九
年
五
月
四
日
に
何
が
あ
っ
た
の
か
？

中
本
　
壮
輔

毛
沢
東
の
人
間
形
成

西
岡
　
克
真

六
朝
期
の
家
諱

西
村
　
庸
平

チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
葬
送
習
俗
　

福
嶋
　
　
晃

―
―
鳥
葬
に
み
る
チ
ベ
ッ
ト
人
の
死
生
観
―
―

西
安
事
件
と
張
学
良

福
永
　
真
之

敦
煌
莫
高
窟
と
東
西
交
易

三
浦
　
充
喜

魯
迅
の
文
学
観
　

三
木
原
功
也

―
―
『
吶
喊
』
発
表
に
到
る
彼
の
精
神
―
―

家
訓
か
ら
見
る
宋
代
士
大
夫
の
父
親
像
　

峯
岡
　
真
史

―
―
『
袁
氏
世
範
』
を
中
心
に
し
て
―
―

太
武
帝
と
崔
浩
誅
殺
事
件

村
川
堅
太
郎

古
代
・
中
世
に
お
け
る
内
陸
ア
ジ
ア
諸
族
の
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム

に
つ
い
て

村
中
英
一
郎

漢
代
の
皇
帝
観
　

役
重
　
文
範

―
―
祥
瑞
思
想
を
中
心
と
し
て
―
―

中
華
民
国
臨
時
首
都
・
重
慶
の
防
空
体
制
に
つ
い
て

矢
島
　
直
之

前
漢
に
お
け
る
皇
后
に
関
す
る
一
考
察

四
辻
　
暁
音

明
未
日
本
に
輸
出
さ
れ
た
青
花
に
つ
い
て

若
官
　
千
裕

宋
太
祖
趙
匡
胤
の
遺
訓
に
つ
い
て
と
、
そ
の
評
価
及
び
趙

匡
胤
の
歴
史
に
お
け
る
評
価

渡
邊
　
洋
介

荒
尾
精
の
中
国
認
識

山
口
　
泰
昌

南
宋
・
長
沙
に
お
け
る
真
徳
秀
の
社
倉
に
つ
い
て八

木
　
円
香

墓
誌
銘
よ
り
見
た
る
宋
代
女
性
像
に
つ
い
て
　
清
水
嘉
江
子

―
―
位
階
・
卒
年
齢
・
家
族
を
て
が
か
り
に
―
―

葭
森
健
介
氏
の
「
魏
晋
革
命
前
夜
の
政
界
―
―
曹
爽
政
権

と
州
大
中
正
設
置
問
題
―
―
」
に
つ
い
て
の
考
察

川
添
　
一
平

近
現
代
朝
鮮
の
言
語
政
策
　

澤
井
孝
太
朗

―
―
第
二
次
世
界
大
戦
後
韓
国
（
南
朝
鮮
）
を
中
心
に
―
―

五
胡
十
六
国
時
代
に
お
け
る
天
王
の
称
号

仲
川
　
雅
博

李
鴻
章
の
北
洋
海
軍

―
―
権
勢
の
拡
大
と
北
洋
海
軍
の
成

立
過
程
―
―

中
森
　
大
将

日
本
人
の
中
国
観

真
辺
　
千
恵

前
漢
・
武
帝
期
の
祭
祀
に
つ
い
て
　

八
木
　
瑞
希

―
―
『
史
記
』
封
禅
書
の
記
述
を
中
心
に
―
―

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
ソ
グ
ド
商
人
と
の
関
連
　

山
本
　
智
裕

―
―
隊
商
の
民
の
素
顔
と
実
態
―
―

唐
蕃
会
盟
碑
に
つ
い
て

西
尾
亜
希
子

満
州
国
に
お
け
る
日
本
の
言
語
政
策

笘
本
　
周
平

史
学
科
　
西
洋
史
学
専
攻

サ
ッ
カ
ー
に
よ
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成

永
井
　
則
天

Ｅ
Ｕ
の
域
外
移
民
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
を
例
と
し
て

藤
山
　
秀
嗣

ロ
ー
マ
領
ブ
リ
タ
ニ
ア
に
お
け
る
ロ
ー
マ
化

女
王
ボ
ウ
デ
ィ
ッ
カ
の
反
乱
を
中
心
に

市
原
　
　
渉

古
代
ロ
ー
マ
に
お
け
る
パ
イ
デ
イ
ア
の
摂
取
と
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
ズ
ム
―
―
弁
論
術
の
教
育
か
ら
見
る
―
―

井
上
　
麻
子

ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
時
代
に
お
け
る
北
欧
の
社
会
・
文
化
と
そ

の
変
質
　

内
垣
　
裕
介

―
―
『
エ
ッ
ダ
』『
サ
ガ
』、
民
間
伝
承
を
題
材
と
し
て
―
―

ド
イ
ツ
に
お
け
る
子
ど
も
魔
女
迫
害
　

馬
野
　
飛
鳥

―
―
16
・
17
世
紀
を
主
と
し
て
―
―

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
危
機
へ
の
歴
史
的
経
緯
　
大
北
　
奈
央

―
―
身
体
の
記
号
化
と
人
の
集
団
化
―
―

『
バ
ウ
ハ
ウ
ス
様
式
』
に
対
す
る
考
察

甲
斐
　
　
博

ア
ル
ビ
ジ
ョ
ワ
十
字
軍
か
ら
見
る
フ
ラ
ン
ス
王
権
の
伸
張

木
村
　
真
之

ア
ウ
グ
ス
ト
の
社
会
政
策
と
サ
ー
カ
ス

塩
見
　
和
子

国
際
化
と
社
会
科
教
育
　

島
袋
さ
や
か

―
―
異
文
化
理
解
再
考
―
―

イ
ギ
リ
ス
絶
対
主
義
と
海
賊
　

清
水
　
秀
司

―
―
私
掠
行
為
か
ら
見
る
海
賊
と
権
威
の
結
び
つ
き
―
―

20
世
紀
の
モ
ー
ド
と
女
性

「
自
由
」
な
服
装
と
女
性
の
解
放

染
谷
真
理
子

キ
リ
ス
ト
教
大
迫
害
の
起
因
を
め
ぐ
っ
て
　

立
川
　
正
和

―
３
世
紀
後
半
の
政
治
形
態
の
変
化
と
デ
ィ
オ
ク
レ
テ

ィ
ア
ヌ
ス
の
帝
国
統
治
政
策
―

三
十
年
戦
争
期
ラ
ン
ツ
ク
ネ
ヒ
ト
の
生
活
　

巽
　
　
隆
恭

―
―
宿
営
社
会
と
し
て
の
傭
兵
団

「
食
」
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
探
る

ア
メ
リ
カ
「
食
」
文
化
形
成
過
程
に
お
い
て

田
村
　
　
梓

児
童
労
働
根
絶
に
む
け
て

途
上
国
に
お
け
る
取
り
組
み
と
そ
の
現
状

辻
　
　
貴
秀

19
世
紀
パ
リ
万
国
博
覧
会

近
代
化
す
る
都
市
の
舞
台
装
置

辻
　
　
康
宏
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サ
パ
テ
ィ
ス
タ
国
民
解
放
軍
　

中
村
　
彩
乃

１
９
９
４
〜
２
０
０
６：

メ
キ
シ
コ
政
府
と
先
住
民
組
織

メ
デ
ィ
ア
の
転
機
　

中
村
由
実
子

―
―
聴
覚
メ
デ
ィ
ア
が
も
た
ら
し
た
国
際
化
と
国
民
化
―
―

公
民
権
運
動
と
そ
の
後
の
ア
メ
リ
カ
黒
人

鍋
山
　
　
隆

隔
離
か
ら
統
合
、
そ
し
て
共
存
へ
向
け
て

古
代
ギ
リ
シ
ャ
市
民
社
会
に
お
け
る
女
性
の
イ
メ
ー
ジ
に

つ
い
て
―
―
悲
劇
の
分
析
を
通
し
て
―
―

西
馬
　
多
恵

子
ど
も
と
児
童
文
学
の
関
係
性
　

日
t
奈
緒
美

―
―
グ
リ
ム
童
話
か
ら
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ま
で
―
―

結
婚
社
会
か
ら
の
脱
出
　

平
田
み
ど
り

―
―
同
性
婚
の
承
認
を
通
し
て
―
―

国
際
化
の
中
の
日
本
農
業

尾
藤
　
昌
明

国
際
的
な
貿
易
の
枠
組
み
に
お
け
る
コ
メ
の
国
際
競
争
力
強
化

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
移
民
と
ア
メ
リ
カ
化：

１
８
８
０
―
１
９
２
０

福
成
三
恵
子

６
〜
７
世
紀
に
お
け
る
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
都
市
と
農
村
の

変
容
に
つ
い
て

堀
口
　
敏
伯

中
世
ド
イ
ツ
政
治
史
に
お
け
る
諸
侯
の
権
力
拡
大

―
―
ザ
ク
セ
ン
朝
の
成
立
か
ら
ヴ
ォ
ル
ム
ス
帝
国
議
会
ま
で
―
―

牧
田
　
瑞
穂

18
〜
19
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
食
文
化

牧
野
　
千
聖

食
卓
の
変
遷
と
「
個
人
」
の
あ
り
方

20
世
紀
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
大
衆
消
費
社
会

町
村
　
亮
輔

中
世
の
医
学
と
女
性

松
尾
　
雄
樹

古
代
ロ
ー
マ
に
お
け
る
公
共
に
対
す
る
奉
仕
　
松
久
　
直
也

―
―
「
パ
ン
と
サ
ー
カ
ス
」
を
通
し
て
―
―

フ
ラ
ン
ス
革
命
期
に
お
け
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
松
室
　
　
光

―
―
政
治
文
化
・
儀
礼
の
観
点
か
ら
―
―

19
世
紀
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
た
め
の
公
教
育

労
働
者
の
生
活
実
態
と
学
校
の
意
義
を
考
え
る

森
　
早
百
合

10
│
12
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
紛
争
と
紛
争
解
決

―
―
霊
的
武
器
と
し
て
の
ク
リ
ュ
ニ
ー
儀
礼
―
―

森
本
　
亮
介

ウ
ィ
ッ
テ
伯
爵
の
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
構
想
　

印
藤
　
芳
久

―
―
И
о
ё
ц
　
н
а
　
В
о
с
т
о
к
―
―

中
世
末
期
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
宮
廷
服
飾
に
お
け
る
色
彩
の
転
換
　

―
―
黒
の
モ
ー
ド
に
み
る
感
性
の
近
代
化
―
―

梶
田
　
康
子

ア
メ
リ
カ
黒
人
の
抵
抗
と
理
想

石
原
　
広
嗣

公
民
権
運
動
期
か
ら
現
在
ま
で

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
シ
ュ
ラ
フ
タ
と
民
主
主
義

船
越
恵
里
加

ア
テ
ナ
イ
の
デ
ロ
ス
同
盟
支
配
　

野
口
　
貴
博

―
―
帝
国
化
の
時
期
と
支
配
の
あ
り
方
に
つ
い
て
―
―

現
代
ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
国
家
と
地
域

長
澤
　
想
宇

バ
ス
ク
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
み
る
新
し
い
国
民
国
家
の
可
能
性

ト
ー
マ
ス
・
ミ
ュ
ン
ツ
ァ
ー
の
選
民
観
と
神
秘
主
義
的
救

済
論

牛
島
　
正
春

ス
パ
ル
タ
ク
ス
戦
争
　

東
　
　
一
樹

―
―
古
代
ロ
ー
マ
共
和
制
末
期
イ
タ
リ
ア
論
―
―

ニ
カ
ラ
グ
ア
革
命
前
夜
に
お
け
る
少
数
民
族

押
谷
　
梨
絵

ミ
ス
キ
ー
ト
と
ク
レ
オ
ー
ル
の
反
革
命
行
動

教
皇
ア
レ
キ
サ
ン
デ
ル
３
世
と
皇
帝
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
の
闘
争

―
―
ボ
ソ
枢
機
卿
の
見
た
１
１
５
９
年
の
シ
ス
マ
ー堤

　
　
堅
一

不
安
定
地
域
の
傭
兵
ビ
ジ
ネ
ス
　

小
山
田
　
翔

―
―
大
航
海
時
代
と
現
代
を
中
心
に
―
―

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
国
民
国
家
と
外
国
人
労
働
者

平
川
　
　
真

地
理
学
科
　
地
理
学
専
攻

日
本
に
お
け
る
航
空
規
制
緩
和
の
地
理
学
的
考
察小

栗
　
康
佑

宮
崎
市
に
お
け
る
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
立
地
展
開

堀
内
　
省
吾

交
通
流
動
パ
タ
ー
ン
か
ら
み
た
京
阪
神
大
都
市
圏
の
地
域

機
能
分
化
　

池
田
　
憲
隆

―
―
郊
外
化
・
多
核
化
に
注
目
―
―

関
西
地
区
に
お
け
る
マ
ス
コ
ミ
注
目
型
犯
罪
の
分
布
と
考
察

井
崎
　
直
人

大
学
生
の
個
人
の
属
性
に
よ
る
購
買
地
の
選
択
の
関
連
性

に
つ
い
て
　

石
川
　
雄
基

―
―
京
都
市
の
大
学
生
を
事
例
と
し
て
―
―

里
山
の
変
遷
と
現
状
　

石
f

秀
樹

―
―
兵
庫
県
三
田
市
を
事
例
と
し
て
―
―

学
生
か
ら
み
た
京
都
の
イ
メ
ー
ジ

石
原
　
佳
奈

リ
ゾ
ー
ト
法
が
も
た
ら
し
た
観
光
開
発
　

伊
地
知
直
之

―
―
滋
賀
県
高
島
市
マ
キ
ノ
町
を
事
例
と
し
て
―
―

地
方
鉄
道
事
業
の
経
営
選
択
に
つ
い
て
の
考
察

―
―
三
重
県
近
鉄
北
勢
線
の
存
廃
問
題
の
事
例
を
通
し
て
―
―

伊
藤
　
知
剛
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愛
知
県
に
お
け
る
地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
特
性伊

藤
　
春
貴

介
護
保
険
制
度
導
入
後
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
立

地
と
サ
ー
ビ
ス
空
間
の
変
化
　

乾
　
　
賢
太

―
―
京
都
市
東
山
区
を
事
例
と
し
て
―
―

京
阪
神
大
都
市
圏
に
お
け
る
自
動
車
デ
ィ
ー
ラ
ー
店
の
立

地
と
展
開

射
場
真
太
郎

保
育
所
利
用
が
働
く
女
性
に
及
ぼ
す
時
空
間
制
約

―
―
山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市
櫛
形
地
区
を
事
例
に
―
―

今
村
真
梨
子

図
書
館
と
書
店
の
競
合
関
係
に
関
す
る
考
察
　
上
野
　
貴
信

―
―
出
版
不
況
と
図
書
館
の
関
係
に
つ
い
て
―
―

屋
外
広
告
物
第
１
種
規
制
区
域
に
よ
る
屋
外
広
告
物
の
現

状
と
住
民
意
識
　

内
田
　
衣
美

―
―
京
都
市
東
山
地
区
と
衣
笠
地
区
を
比
較
し
て
―
―

京
都
市
の
学
生
が
持
つ
犯
罪
不
安
と
防
犯
意
識
に
つ
い
て

大
岩
　
有
樹

中
心
市
街
地
再
活
性
化
へ
の
現
状
と
課
題
　

大
薗
　
了
輔

―
―
三
重
県
四
日
市
市
を
事
例
と
し
て
―
―

御
土
居
の
変
遷
と
跡
地
の
土
地
利
用

大
場
　
礼
子

奈
良
県
今
井
の
町
並
み
保
存
と
町
づ
く
り
　

岡
内
　
雄
太

―
―
住
民
側
か
ら
見
た
今
井
―
―

Ｉ
タ
ー
ン
者
の
土
地
購
入
と
定
着
過
程
　

岡
本
　
若
菜

―
―
京
都
府
南
丹
市
美
山
町
田
歌
集
落
を
事
例
に
―
―

日
本
に
お
け
る
介
護
保
険
制
度
下
の
要
介
護
認
定
者
の
居

住
特
性

小
口
慎
太
郎

産
業
集
積
か
ら
見
る
産
業
別
空
間
分
布
と
そ
の
構
造

長
田
　
光
裕

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化河

野
　
主
義

若
者
の
街
、
吉
祥
寺
　

黒
河
内
香
甫
里

―
―
大
衆
の
イ
メ
ー
ジ
と
そ
の
実
態
―
―

大
阪
市
に
お
け
る
高
架
下
空
間
の
利
用
に
つ
い
て黒

須
　
正
宜

―
―
阪
神
高
速
道
路
と
鉄
道
の
高
架
下
を
対
象
と
し
て
―
―

京
都
市
に
お
け
る
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
の
立
地
展
開

―
―
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
及
び
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
の

競
合
―
―

後
藤
　
　
彩

京
都
に
お
け
る
公
園
緑
地
の
展
開
過
程
と
地
域
的
差
異

坂
倉
　
彩
香

京
都
市
伏
見
区
に
お
け
る
中
心
商
店
街
の
再
生

―
―
竜
馬
通
り
商
店
街
を
事
例
に
―
―

清
水
　
怜
介

趣
味
の
文
化
的
変
容
と
都
市
空
間
の
構
造
変
化
　

―
―
秋
葉
原
の
事
例
を
中
心
に
―
―

杉
浦
　
雅
仁

外
来
生
物
が
琵
琶
湖
漁
業
に
及
ぼ
す
影
響
　

鈴
木
　
一
樹

―
―
近
江
八
幡
市
・
沖
島
に
お
け
る
漁
民
の
意
識
調
査
―
―

大
都
市
圏
周
辺
部
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
観
光
地
の
発
展
と

地
域
変
容
　

瀬
戸
　
覚
旨

―
―
茨
城
県
神
栖
市
波
崎
地
区
を
事
例
と
し
て
―
―

ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
に
見
る
消
費
実
態
の
地
域
的
差
異

續
米
　
輝
之

京
都
市
都
心
部
に
お
け
る
ま
ち
な
み
景
観

田
口
　
弥
加

泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
光
明
池
駅
周
辺
地
区
に
お
い
て
の

居
住
環
境
に
対
す
る
意
識

竹
内
　
典
彦

Ｃ
Ｖ
Ｍ
に
よ
る
高
速
道
路
の
料
金
設
定
に
関
す
る
考
察
　

―
―
瀬
戸
大
橋
を
事
例
と
し
て
―
―

田
中
　
俊
光

大
阪
府
藤
井
寺
市
に
お
け
る
中
心
商
業
地
の
変
化田

中
真
理
子

岐
阜
県
郡
上
市
高
鷲
町
に
お
け
る
ス
キ
ー
場
の
発
達
過
程

と
地
域
的
条
件

谷
川
　
　
肇

世
界
遺
産
登
録
に
よ
る
観
光
地
の
変
容
　

對
馬
　
啓
全

―
―
和
歌
山
県
高
野
町
を
事
例
と
し
て
―
―

観
光
農
園
及
び
農
産
物
直
売
所
に
お
け
る
利
用
者
の
動
向

に
つ
い
て
　

辻
　
　
政
良

―
―
紀
ノ
川
市
・
岩
出
市
を
事
例
と
し
て
―
―

近
世
後
期
の
京
都
を
描
い
た
浮
世
絵
風
景
画
か
ら
み
る
名

所
景
観
の
構
成
要
素
　

十
時
惟
友
季

―
―
『
都
百
景
』
を
資
料
と
し
て
―
―

小
児
医
療
機
関
に
お
け
る
近
接
性
の
分
析
　

中
内
　
良
太

―
―
京
都
府
を
事
例
に
―
―

大
阪
府
枚
方
市
に
お
け
る
高
齢
者
福
祉
施
設
の
立
地
特
性

中
田
　
杏
子

岐
阜
市
中
心
部
に
お
け
る
空
間
変
容
　

中
根
　
啓
人

―
―
駐
車
場
の
立
地
に
着
目
し
て
―
―

大
都
市
周
縁
部
に
お
け
る
滞
在
型
市
民
農
園
の
実
態
　

―
―
茨
城
県
笠
間
市
を
事
例
と
し
て
―
―

中
野
　
裕
介
　

京
都
市
の
抱
え
る
都
市
問
題
　

那
須
　
敏
孝

―
―
景
観
問
題
と
都
市
計
画
問
題
―
―

札
所
の
歴
史
的
変
遷
と
地
方
霊
場
と
し
て
の
特
殊
性

―
―
近
世
期
の
洛
陽
三
十
三
所
観
音
霊
場
を
中
心
に
―
―

西
川
　
洋
樹

「
堀
江
」
と
い
う
若
者
の
街
の
創
出

西
川
由
希
子

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
立
地
展
開
　

西
嶋
　
　
康

―
―
滋
賀
県
南
部
地
域
を
事
例
と
し
て
―
―
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阪
神
淡
路
大
震
災
以
降
に
お
け
る
神
戸
の
ま
ち
づ
く
り
　

―
―
新
長
田
再
開
発
を
事
例
と
し
て
―
―

西
田
　
龍
司

古
書
小
売
業
の
変
容
　

橋
本
　
裕
美

―
―
京
都
市
を
事
例
と
し
て
―
―

農
業
衰
退
地
域
に
お
け
る
農
業
振
興
事
業
　

濱
口
　
義
雄

―
―
愛
知
県
美
浜
町
を
事
例
と
し
て
―
―
　

子
ど
も
の
遊
び
場
に
対
す
る
空
間
認
知
　

林
　
健
太
郎

―
―
枚
方
市
立
明
倫
小
学
校
区
を
事
例
と
し
て
―
―

中
心
商
店
街
の
変
化
と
活
性
化
に
つ
い
て
　

平
林
　
亜
沙

―
―
新
潟
市
中
心
市
街
地
を
事
例
に
―
―

災
害
頻
発
地
域
に
お
け
る
住
み
分
け
　

藤
野
　
裕
介

―
―
岐
阜
県
大
垣
市
十
六
輪
中
を
例
に
―
―

旅
行
速
度
に
よ
る
道
路
整
備
評
価
と
交
通
環
境
に
つ
い
て

の
考
察
―
―
富
山
県
を
事
例
に
―
―

二
塚
　
大
地

被
災
都
市
に
お
け
る
マ
ン
シ
ョ
ン
立
地
　

前
田
　
祥
子

―
―
神
戸
市
東
灘
区
を
事
例
と
し
て
―
―

神
戸
市
に
お
け
る
場
所
イ
メ
ー
ジ
の
定
着
に
つ
い
て

―
―
近
現
代
の
文
学
作
品
を
主
な
資
料
と
し
て
―
―政

安
　
　
茜

長
崎
県
に
お
け
る
会
社
企
業
の
立
地
展
開
と
企
業
家
の
参

画
　

―
―
大
正
９
（
１
９
２
０
）
年
を
中
心
と
し
て
―
―村

上
　
富
美

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
強
豪
地
域
に
お
け
る
地
域
活
性
化
策

と
そ
の
文
化
的
背
景
　

森
岡
　
浩
志

―
―
沖
縄
県
沖
縄
市
を
事
例
に
―
―

し
尿
処
理
か
ら
み
た
京
都
と
そ
の
周
辺
　

森
松
　
真
弥

―
―
肥
料
か
ら
下
水
道
へ
―
―

Ｊ
Ｒ
二
条
駅
再
開
発
に
伴
う
周
辺
地
域
の
変
貌

森
本
　
孝
幸

京
都
市
に
お
け
る
書
店
の
立
地
展
開

安
永
　
京
平

地
方
都
市
に
お
け
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
用
い
た
観
光
施
策

に
関
す
る
考
察

山
口
あ
す
み

京
都
市
に
お
け
る
駐
車
場
立
地
の
特
性
と
変
遷
　

―
―
中
京
区
を
中
心
に
―
―

山
田
　
絢
子

大
都
市
周
辺
地
域
に
お
け
る
都
市
化
に
伴
う
バ
ス
交
通
の

変
遷
　

山
本
　
幸
秀

―
―
高
槻
市
営
バ
ス
を
事
例
と
し
て
―
―

旧
産
炭
地
に
お
け
る
地
域
開
発
政
策
に
つ
い
て
　

―
―
福
岡
県
直
方
市
の
事
例
―
―

品
川
　
翔
子

民
間
伝
承
の
場
所
と
楽
の
音
（
が
く
の
ね
）

菅
原
　
美
幸

―
―
新
潟
県
関
川
町
お
り
の
峠
の
伝
承
を
中
心
に
―
―

京
都
に
お
け
る
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
と
マ
ス
・
ツ
ー
リ
ス
ト

の
比
較
研
究
　

吉
岡
孝
二
郎

―
―
動
機
と
行
動
形
態
を
中
心
に
―
―

高
齢
者
福
祉
施
設
の
立
地
展
開
と
需
給
サ
ー
ビ
ス
空
間
の

変
化
　

山
本
　
雄
士

―
―
京
都
市
北
区
を
事
例
と
し
て
―
―

国
政
選
挙
に
お
け
る
投
票
の
地
域
的
動
向
と
そ
の
諸
要
因
　

―
―
２
０
０
５
年
の
衆
議
院
議
員
選
挙
を
中
心
に
―
―

小
林
　
豊
彦

近
世
所
領
入
組
地
に
お
け
る
入
会
山
の
利
用
形
態
と
そ
の

変
遷
―
―
播
磨
国
加
東
郡
鍋
子
山
を
事
例
と
し
て
―
―

吉
岡
　
彌
生

都
市
地
域
に
お
け
る
産
直
運
動
の
存
続
性
と
そ
の
役
割
　

―
―
京
都
府
の
安
全
農
産
供
給
セ
ン
タ
ー
を
事
例
と
し
て
―
―

市
丸
　
紘
子

日
本
に
お
け
る
航
空
規
制
緩
和
の
地
理
学
的
考
察小

栗
　
康
佑

人
を
魅
了
す
る
景
観
構
造
　

内
野
　
健
太

―
―
京
都
市
産
寧
坂
美
観
地
区
を
事
例
と
し
て
―
―

広
島
湾
に
お
け
る
カ
キ
養
殖
に
伴
う
諸
問
題

竹
本
　
萌
子

―
―
ゴ
ミ
問
題
を
中
心
に
―
―

築
地
市
場
移
転
に
伴
う
地
域
の
対
応
　

茅
野
　
泰
司

―
―
場
外
市
場
を
中
心
と
し
て
―
―

地
域
を
越
え
て
受
け
継
が
れ
る
文
化
　

仲
村
　
優
生

―
―
青
森
県
今
別
町
の
「
荒
馬
踊
り
」
を
事
例
と
し
て
―
―

岐
阜
駅
周
辺
に
お
け
る
繊
維
問
屋
街
の
現
状
と
課
題

丹
羽
　
由
貴

鳥
取
県
倉
吉
市
に
お
け
る
白
壁
土
蔵
群
の
地
域
的
特
性

山
本
　
　
文

関
東
地
方
の
宗
教
空
間
構
造
　

関
和
　
和
彦

―
―
仏
教
寺
院
の
分
布
を
も
と
に
―
―

１
９
８
０
年
以
降
に
お
け
る
大
阪
圏
の
都
市
内
部
人
口
移
動

速
水
　
　
淳

人
文
総
合
科
学
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト

（
学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
言
語
と
文
化
）

「
建
築
」
の
消
化
と
昇
華
　

三
木
　
祥
子

―
―
日
本
に
お
け
る
近
代
建
築
界
―
―

「
開
か
れ
た
」
美
術
教
育
　

足
立
　
依
子

―
―
北
川
民
次
以
後
の
視
点
に
立
っ
て
―
―

日
本
語
に
お
け
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
役
割
　

池
田
　
実
加

―
―
宮
沢
賢
治
の
文
学
作
品
か
ら
考
え
る
―
―
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日
本
人
か
ら
見
た
世
界
の
日
本
語
教
育

今
森
　
麻
貴

「
七
度
狐
」
か
ら
見
え
る
落
語
の
考
察

奥
野
　
麻
琴

カ
ー
ト
・
コ
バ
ー
ン
の
書
か
れ
た
方
に
つ
い
て

河
野
　
　
朗

イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
南
北
問
題

小
谷
　
佳
世

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
け
る
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
教
育

鈴
木
　
哲
朗

多
文
化
社
会
に
お
け
る
先
住
民
族
言
語
の
存
続
に
つ
い
て

住
田
　
知
香

少
数
言
語
を
め
ぐ
る
動
き
　

t
山
　
幸
恵

―
―
コ
ル
シ
カ
語
の
事
例
か
ら
―
―

北
欧
語
に
お
け
る
慣
用
表
現
の
違
い
　

峠
口
　
香
菜

―
―
デ
ン
マ
ー
ク
語
を
中
心
と
し
て
―
―

日
本
に
お
け
る
お
洒
落
の
始
ま
り
と
セ
ン
ス

松
本
　
雄
介

皮
膚
　
魂
の
生
成
さ
れ
る
場
所

三
塩
　
春
菜

多
面
的
な
姿
を
持
つ
こ
と
わ
ざ
　

矢
内
原
　
睦

―
―
イ
タ
リ
ア
の
こ
と
わ
ざ
を
通
し
て
―
―

教
育
現
場
に
お
け
る
言
語
作
用

山
田
　
隆
太

ハ
ワ
イ
日
系
人
と
言
語

横
井
　
智
子

名
詞
の
文
法
的
性
　

大
伴
さ
や
か

―
―
フ
ラ
ン
ス
語
を
中
心
に
―
―

少
数
言
語
復
興
に
つ
い
て
の
考
察
　

古
田
　
拓
郎

―
―
ア
イ
ヌ
語
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
―
―

「
颱
風
」
の
ル
ー
ツ
に
関
す
る
考
察

堀
川
　
宜
篤

国
語
科
教
科
書
に
込
め
ら
れ
た
タ
イ
国
政
府
の
意
図

田
中
　
　
彩

日
本
と
ア
ラ
ブ
世
界
の
歴
史
的
関
係

神
谷
　
直
希

町
に
溶
け
込
む
道
化
　

羽
根
田
涼
子

―
―
ナ
ポ
リ
の
プ
ル
チ
ネ
ッ
ラ
―
―

イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
日
本
語
教
育
法
　

水
口
　
卓
也

―
―
１
９
８
５
〜
２
０
０
６
―
―

琉
球
王
国
が
日
本
の
国
土
と
な
る
過
程
と
理
由
、
沖
縄
の

役
割
に
つ
い
て

浜
野
　
寛
子

ろ
う
文
化
理
解
を
妨
げ
る
も
う
一
つ
の
障
害
　
光
石
　
恭
子

―
―
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
伴
う
名
称
―
―

人
文
総
合
科
学
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト

（
学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
芸
術
表
象
）

現
代
の
民
話
か
ら
見
る
「
異
人
」

赤
堀
　
裕
信

―
―
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
噂
話
及
び
ネ
ッ
ト
ロ
ア
か
ら
―
―

野
田
秀
樹
の
演
劇

石
光
麻
友
子

沈
黙
の
記
譜
法
　

青
木
　
康
祐

―
―
無
調
以
降
の
音
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
考
察
―
―

IN
V

E
N

T
IO

N
S

F
O

R
E

L
E

C
T

R
IC

G
U

IT
A

R
―
―
サ
ウ
ン
ド
の
可
能
性
―
―

板
村
　
貴
史

感
性
の
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
　

植
野
　
美
緒

―
―
現
代
芸
術
を
め
ぐ
る
一
つ
の
考
察
―
―

ア
ー
ト
と
し
て
の
絵
本
　

大
久
保
裕
美

―
―
多
様
な
世
界
と
そ
の
広
が
り
―
―

世
阿
弥
に
乙
女
心
が
理
解
で
き
る
か
　

柏
原
　
里
香

―
―
バ
イ
セ
ク
シ
ャ
リ
テ
ィ
の
視
点
か
ら
―
―

琳
派
と
は
何
か

川
島
　
美
央

現
代
日
本
に
お
け
る
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
受
容
　
北
村
　
真
実

―
―
蜷
川
幸
雄
版
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
を
中
心
に
―
―

物
語
映
像
の
”
自
由
“
と
”
自
粛
“
　

黒
田
麻
依
子

―
―
編
集
の
意
味
―
―

仏
教
美
術
に
お
け
る
ヤ
ク
シ
ー
・
ヤ
ク
シ
ャ
の
造
形

栞
畑
　
友
里

東
京
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
テ
ィ
　

斉
藤
　
　
碧

―
―
ベ
イ
エ
リ
ア
と
超
高
層
か
ら
み
る
現
在
―
―

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
の
壁
紙
　
デ
ザ
イ
ン

瀬
川
紗
矢
子

ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
纏
う
身
体

泰
地
　
輝
実

マ
リ
ー
ナ
・
ア
ブ
ラ
モ
ヴ
ィ
ッ
チ
に
お
け
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

t
木
　
晶
子

ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
と
そ
の
意
匠
　

田
中
佳
世
子

―
―
古
代
文
字
の
絵
画
的
要
素
と
文
字
的
要
素
―
―

映
画
と
表
象
　

田
中
　
悠
大

―
―
ア
ラ
ン
・
レ
ネ
の
独
自
的
な
作
品
を
め
ぐ
っ
て
―
―

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
本
絵
巻
「
上
瑠
璃
（
浄
瑠
璃
）」
の
画
中
画

に
つ
い
て

谷
口
　
友
加

私
と
い
う
化
粧
　

堤
　
愛
里
加

―
―
装
飾
の
社
会
性
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
―
―

パ
ク
・
チ
ャ
ヌ
ク
の
「
復
讐
三
部
作
」
か
ら
見
た
復
讐
と

家
族
の
関
係

西
村
真
莉
奈

江
戸
時
代
に
お
け
る
金
魚
の
育
成
ブ
ー
ム
と
そ
の
行
方

林
　
真
友
子

『
ブ
ロ
ー
ク
バ
ッ
ク
・
マ
ウ
ン
テ
ン
』
に
描
か
れ
た
愛
に
つ

い
て

早
津
優
貴
子

ジ
ュ
ゼ
ッ
ぺ
・
ア
ル
チ
ン
ボ
ル
ド
　

福
岡
　
優
子

―
―
作
品
理
解
の
乖
離
問
題
　
16
Ｃ
／
21
Ｃ
―
―

龍
安
寺
石
庭
　

前
畑
　
有
希

―
―
変
わ
る
も
の
と
変
わ
ら
ぬ
も
の
―
―

ピ
カ
ソ
・
青
の
時
代
　

松
夛
あ
お
い

―
―
母
子
像
か
ら
見
る
青
の
変
化
―
―
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美
術
館
と
い
う
矛
盾
　

宮
下
　
優
希

―
―
芸
術
作
品
は
ど
こ
に
在
る
べ
き
か
―
―

カ
イ
・
ニ
ー
ル
セ
ン
の
描
い
た
北
欧

村
田
　
有
希

〈
こ
と
ば
〉
の
不
完
全
性
　

山
田
　
彩
音

―
―
北
園
克
衛
の
純
粋
と
破
壊
―
―

建
築
と
皮
膚
　

西
村
　
一
浩

―
―
フ
ン
デ
ル
ト
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
の
５
枚
の
皮
膚
を
通
し
て
―
―

ハ
ー
ト
文
様
の
起
源
と
変
遷

奥
田
　
修
子

言
葉
と
生
　

岳
山
　
　
愛

―
―
演
劇
お
け
る
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
―
―

ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
に
込
め
ら
れ
た
ス
ー
リ
ャ
ヴ
ァ
ル
マ
ン

２
世
の
思
い
　

秋
山
　
美
幸

―
―
第
一
回
廊
レ
リ
ー
フ
か
ら
読
み
解
く
―
―

日
本
的
な
ク
ル
マ
の
カ
タ
チ
　

伊
藤
　
　
絢

―
―
マ
ツ
ダ
の
外
装
を
め
ぐ
っ
て
―
―

『
ぐ
り
と
ぐ
ら
』
の
生
き
る
場
所
　

尾
崎
和
歌
子

―
―
子
ど
も
の
た
め
の
絵
本
を
超
え
て
―
―

空
虚
な
生
　

門
　
　
　
慧

―
―
現
代
に
お
け
る
文
学
の
有
用
性
を
め
ぐ
っ
て
―
―

ア
ー
ト
と
い
う
境
界
　

村
尾
ゆ
り
子

―
―
純
粋
芸
術
と
大
衆
芸
術
の
内
／
外
―
―

ム
ー
ミ
ン
物
語
に
お
け
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
変
遷渡

辺
　
夏
海

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
外
国
語
教
育

川
田
　
真
織

フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
イ
コ
ン
の
絵
画
に
お
け
る〈
枠
〉の
役
割

越
智
　
朝
芳

ス
キ
タ
イ
の
動
物
意
匠
に
つ
い
て

祖
父
江
　
希

仏
像
の
人
形
化

眞
谷
恵
里
子

甲
斐
庄
楠
音
の
裸
婦
表
現

山
田
　
直
子

人
文
総
合
科
学
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト

（
学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
歴
史
人
類
）

ジ
ャ
ズ
の
中
の
ア
フ
ロ
│

ア
メ
リ
カ
ン
ら
し
さ
に
つ
い
て
　

―
―
そ
の
真
実
と
幻
想
―
―

石
井
　
　
尚

非
集
住
地
域
の
在
日
移
住
労
働
者
に
関
す
る
現
状
と
課
題

―
―
奈
良
県
在
住
日
系
ペ
ル
ー
人
を
中
心
に
―
―

石
田
　
智
恵

海
を
渡
っ
た
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
　

牛
呂
由
希
子

―
―
臣
道
連
盟
事
件
に
み
る
移
民
た
ち
の
日
本
へ
の
思
い
―
―

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
と
死
海
文
書
の
関
連
性

追
風
ま
ゆ
美

「
現
わ
れ
の
空
間
」
を
創
出
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム

川
北
研
一
郎

チ
ベ
ッ
ト
族
社
会
に
お
け
る
学
校
教
育

小
林
　
千
里

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語

後
藤
　
麻
文

―
―
言
語
正
常
化
法
が
も
た
ら
し
た
も
の
―
―

い
ま
、
若
者
は
本
当
に
存
在
す
る
の
か
　

杉
林
　
麻
由

―
―
若
者
観
の
変
遷
―
―

京
料
理
の
色
彩

杉
本
紗
織
里

異
人
論
に
お
け
る
行
商
人
の
特
性
　

柘
植
　
容
子

―
―
境
界
を
越
え
て
訪
れ
る
者
た
ち
―
―

イ
タ
リ
ア
・
ポ
ン
ペ
イ
の
人
々
の
暮
ら
し
　

橋
本
　
裕
子

―
―
娯
楽
と
浴
場
の
活
用
―
―

ブ
ー
タ
ン
王
国
に
お
け
る
表
象
戦
略
　

廣
兼
　
良
正

―
―
映
像
と
誤
読
を
め
ぐ
っ
て
―
―

戦
後
女
性
の
政
治
参
加
に
つ
い
て
　

福
山
　
温
子

―
―
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画
―
―

赤
瀬
川
原
平
の
視
点
　

本
城
　
優
希

―
―
つ
く
ら
な
い
、
芸
術
―
―

イ
ン
ド
音
楽
の
精
神
と
数
学
性

松
崎
　
礼
奈

『
イ
ノ
セ
ン
ス
』
に
お
け
る
人
形
・
身
体

宮
本
　
章
太

近
代
戦
争
と
メ
デ
ィ
ア
　

森
本
恵
理
子

―
―
9.11
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
に
お
け
る
報
道
―
―

祇
園
祭
山
鉾
巡
行
を
支
え
る
も
の

矢
尾
板
靖
子

磁
器
文
化
の
伝
播
と
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
　

山
内
美
智
子

―
―
マ
イ
セ
ン
の
柿
右
衛
門
様
式
―
―

奈
良
県
の
方
言
　

和
田
　
聡
史

―
―
北
部
と
南
部
の
比
較
―
―

芸
術
人
類
学
の
企
て
　

有
井
　
佑
樹

―
―
失
わ
れ
た
全
体
性
の
奪
回
に
向
け
て
―
―

南
都
に
お
け
る
宿
院
仏
師
の
特
殊
性
に
つ
い
て

佐
々
木
隆
光

ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
ア
ー
ト
　

松
田
早
都
子

―
―
彼
ら
の
生
き
る
証
―
―

江
戸
の
旅

河
岸
　
佑
佳

変
化
し
な
い
中
国
人
の
国
民
性
　

平
井
亜
矢
子

―
―
新
富
人
の
海
外
旅
行
を
通
じ
て
見
る
そ
の
実
態
―
―

談
合
問
題
に
お
け
る
一
考
察

花
岡
　
良
祐

宝
石
、
特
に
誕
生
石
を
め
ぐ
る
価
値
の
推
移

河
島
　
　
太

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
メ
イ
ド
　
　
小
林
布
由
子

―
―
労
働
力
移
動
を
す
る
女
性
た
ち
―
―

人
文
総
合
科
学
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト

（
学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
人
間
と
情
報
）
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平
均
律
の
功
罪
　

内
野
み
ゆ
き

―
―
ピ
ア
ノ
か
ら
調
性
感
は
失
わ
れ
た
か
―
―

人
文
総
合
科
学
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト

（
学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
文
化
と
社
会
）

エ
ロ
ス
は
「
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
」
か

北
畑
　
香
織

Ｅ
・
Ｔ
・
Ａ
・
ホ
フ
マ
ン
『
牡
猫
ム
ル
の
人
生
観
』に
お
け

る
二
重
性
に
つ
い
て

新
津
　
良
亮

N
IR

V
A

N
A

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
論平

石
　
貴
士

人
文
総
合
科
学
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト

（
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

人
材
へ
の
投
資
と
企
業
の
競
争
力
と
の
関
係

倉
田
　
幸
暢

心
理
学
科
　
心
理
学
専
攻

お
面
の
表
情
と
身
ぶ
り
が
対
人
印
象
に
及
ぼ
す
影
響

戴
　
　
　
薇

交
流
学
級
に
お
け
る
発
達
障
害
児
と
健
常
児
と
の
社
会
的

相
互
作
用
の
観
察
　

新
木
　
陵
太

―
―
健
常
児
間
の
社
会
的
相
互
作
用
と
の
比
較
―
―

性
度
が
及
ぼ
す
同
性
愛
評
価
へ
の
影
響
と
評
価
に
伴
う
共

感
性
の
検
討

安
藤
あ
す
か

大
学
生
の
ナ
ル
シ
ズ
ム
傾
向
と
親
の
養
育
態
度
と
の
関
連

に
つ
い
て
　

飯
嶋
　
洋
基

―
―
見
捨
て
ら
れ
不
安
と
自
己
疎
外
―
―

女
子
大
学
生
の
就
労
意
識
　

市
川
智
香
子

―
―
シ
ン
デ
レ
ラ
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
の
関
連
に
お
い
て
―
―

他
者
の
ふ
る
ま
い
が
幼
児
の
自
己
調
整
行
動
に
与
え
る
影
響

井
上
　
あ
き

意
見
の
対
立
場
面
に
お
け
る
発
話
の
分
析

岩
間
み
ず
え

大
学
生
の
ス
ト
レ
ス
と
自
己
嫌
悪
感
と
の
関
連
　

―
―
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
確
立
の
視
点
か
ら
―
―

臼
井
　
卓
也

虚
記
憶
の
生
起
に
つ
い
て
　

粳
田
真
知
子

―
―
Ｃ
Ｌ
語
の
意
図
的
推
測
に
対
す
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
効
果
―
―

謙
遜
に
よ
る
批
判
の
抑
制
効
果

太
田
　
香
里

時
間
的
要
因
が
絵
の
符
号
化
に
お
よ
ぼ
す
影
響

大
竹
　
佑
花

幼
児
は
ど
ん
な
リ
ズ
ム
の
う
た
を
好
む
か
　

大
西
　
順
子

―
―
４
拍
子
と
３
拍
子
の
違
い
に
お
け
る
身
体
・
感
情
反
応
の

分
析
―
―

マ
イ
ク
ロ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
技
法
を
用
い
た
大
学
生
の
聞

き
手
行
動
の
改
善

大
八
木
麻
衣

青
年
期
の
友
人
関
係
と
携
帯
電
話
利
用

岡
村
　
文
菜

友
人
関
係
認
知
と
怒
り
の
効
果
認
知
　

小
田
沙
絵
子

―
―
怒
り
の
反
応
傾
向
タ
イ
プ
を
中
心
に
―
―

対
人
関
係
場
面
に
お
け
る
ス
ト
レ
ス
　

小
田
　
剛
史

―
―
対
人
的
志
向
性
と
性
差
が
認
知
的
評
価
及
び
コ
ー
ピ
ン
グ

に
与
え
る
影
響
―
―

大
学
生
の
お
け
る
自
己
受
容
と
友
人
関
係
の
関
連
性

越
智
　
美
紀

企
業
に
お
け
る
障
害
者
雇
用
と
立
命
館
大
学
学
生
ジ
ョ
ブ

コ
ー
チ
に
つ
い
て
の
調
査

垣
本
　
貴
啓

概
念
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
方
向
づ
け
ら
れ
た
単
語
記
憶
の
構

造
化
　

柏
山
　
結
香

―
―
”１+

１
実
験
“
に
よ
る
追
証
―
―

再
認
記
憶
に
お
け
る
環
境
的
文
脈
効
果
の
検
討

鍛
冶
　
大
介

大
学
で
音
楽
活
動
を
し
て
い
る
学
生
の
音
楽
的
発
達
に
関

す
る
研
究

梶
原
　
三
果

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
　
金
光
　
貴
子

―
―
孤
児
院
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
―
―

自
己
概
念
の
中
心
性
と
自
己
関
連
付
け
効
果

河
合
　
真
介

日
本
人
大
学
性
に
お
け
る
内
集
団
の
好
意
度
評
定
に
よ
る

自
己
奉
仕
傾
向
の
検
討

川
合
　
隆
人

大
学
生
の
自
己
イ
メ
ー
ジ
と
流
行
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
採
用

と
の
関
連
性

川
北
　
洋
子

集
団
活
動
参
加
の
た
め
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

参
加
カ
ー
ド
・
シ
ー
ル
の
使
用
効
果
か
ら

川
越
　
早
恵

「
日
本
人
ら
し
さ
の
尺
度
」
を
用
い
た
大
学
生
の
性
格
調
査

岸
本
　
祐
輔

大
学
生
の
職
業
決
定
に
お
け
る
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
と
自
己
愛

の
関
連
性

北
畠
　
好
子

緊
張
弛
緩
状
態
が
視
覚
的
錯
誤
に
及
ぼ
す
影
響

北
村
　
　
優

教
員
の
職
場
ス
ト
レ
ス
増
大
の
要
因

木
田
　
隹
佑

疎
外
感
の
強
さ
は
攻
撃
性
の
高
さ
と
相
関
が
あ
る
か

木
村
　
暁
良

視
覚
探
索
処
理
に
お
け
る
色
ベ
ー
ス
の
復
帰
抑
制
の
拡
散

木
村
　
芳
人
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発
達
障
害
児
に
対
す
る
集
団
学
習
の
学
習
面
、
日
常
行
動

面
へ
の
影
響

久
保
　
ま
や

児
童
の
手
順
文
理
解
に
及
ぼ
す
イ
ラ
ス
ト
の
効
果久

保
寺
佳
奈

文
字
書
体
の
読
み
や
す
さ
と
好
き
嫌
い
・
親
し
み
に
つ
い

て
の
研
究

小
出
　
裕
之

批
判
的
思
考
に
対
す
る
性
差
お
よ
び
共
感
・
シ
ス
テ
ム
化

指
数
の
影
響

光
山
香
菜
子

好
印
象
を
与
え
る
広
告
と
は
　

小
坂
　
恭
子

―
―
ユ
ー
モ
ア
と
商
品
ア
ピ
ー
ル
文
の
影
響
―
―

鏡
映
描
写
課
題
に
お
け
る
自
律
的
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
の

効
果
の
検
討

小
林
　
真
綾

成
人
に
お
け
る
絶
対
音
感
の
習
得
　

小
林
　
美
保

―
―
Ａ
Ｐ
習
得
訓
練
法
を
用
い
た
３
和
音
の
習
得
―
―

養
護
学
校
生
徒
と
の
労
働
場
面
に
お
け
る
金
銭
管
理

崔
　
　
希
柄

大
学
生
に
お
け
る
友
人
関
係
が
被
服
行
動
に
与
え
る
影
響

齋
田
　
明
子

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
依
存
と
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
上
で
の

自
己
の
表
出
と
の
関
係

斉
藤
　
茂
行

カ
メ
ラ
レ
ン
ズ
の
焦
点
距
離
が
画
像
上
の
側
方
距
離
知
覚

に
及
ぼ
す
影
響

齊
藤
　
　
恵

行
動
分
析
学
的
介
入
に
よ
る
リ
ズ
ム
感
覚
の
改
善坂

本
　
麻
依

剣
道
の
技
の
熟
達
と
認
知
的
所
産
　

佐
々
木
理
恵

―
―
男
性
か
ら
見
た
女
性
へ
の
評
価
―
―

一
般
大
学
生
に
よ
る
ア
パ
シ
ー
傾
向
に
関
す
る
研
究
　

―
社
会
的
地
位
の
高
い
母
親
と
の
関
連
性
―

佐
藤
　
桃
子

ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
・
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
イ
ト
に
お
け
る
自

意
識
と
承
認
欲
求
の
関
係

篠
原
め
ぐ
み

相
対
音
感
の
強
化

椙
原
　
順
孝

被
援
助
志
向
性
を
高
め
る
要
因
に
つ
い
て

鈴
木
　
美
穂

青
年
期
に
お
け
る
「
ひ
と
り
で
い
ら
れ
る
能
力
」
と
生
活

形
態
及
び
交
友
関
係

住
友
　
孝
至

人
間
の
行
動
に
影
響
を
与
え
る
音
楽
　

園
畠
　
令
子

―
―
店
内
Ｂ
Ｇ
Ｍ
と
消
費
者
の
購
買
行
動
―
―

過
去
の
出
来
事
に
対
す
る
罪
悪
感
が
大
学
生
の
心
理
的
適

応
に
及
ぼ
す
影
響
　

高
井
　
陽
一

―
―
抑
う
つ
と
友
人
関
係
の
あ
り
方
か
ら
―
―

Ｃ
Ｍ
Ｃ
に
お
け
る
ユ
ー
モ
ア
志
向
性
の
準
言
語
的
メ
ッ
セ

ー
ジ
使
用
頻
度
へ
の
影
響

高
島
　
将
行

行
動
分
析
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
用
い
た
方
言
の
行
動
形
成

―
―
関
西
弁
の
習
得
と
印
象
の
変
化
―
―

高
橋
　
由
宇

携
帯
メ
ー
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
友
人
と
の

関
係
維
持
　

高
松
祐
貴
子

―
―
絵
文
字
・
顔
文
字
が
及
ぼ
す
効
果
―
―

言
語
表
象
を
用
い
た
旋
律
の
記
憶

高
谷
　
奈
緒

子
ど
も
の
自
律
的
な
情
動
表
出
制
御
の
発
達
　
田
中
　
佑
光

―
―
表
現
の
縮
小
化
に
注
目
し
て
―
―

室
内
犬
の
無
駄
吠
え
軽
減
の
た
め
の
行
動
的
ア
プ
ロ
ー
チ

田
中
　
優
美

大
学
生
の
笑
い
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
効
果

田
邉
　
　
元

奥
行
き
手
が
か
り
の
不
一
致
が
奥
行
き
知
覚
に
与
え
る
影
響

谷
　
　
尚
史

大
学
生
に
お
け
る
自
己
主
張
ス
キ
ル
の
向
上
　
谷
角
志
保
美

―
―
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
用
い
て
―
―

幼
児
の
対
人
葛
藤
場
面
に
お
け
る
自
己
主
張
と
自
己
抑
制

の
発
達
的
研
究
　

津
島
　
麻
紀

―
―
非
の
あ
る
側
の
視
点
か
ら
―
―

恋
愛
感
情
の
告
白
行
動
に
お
け
る
第
三
者
の
重
要
性
、
及

び
役
割

遠
山
　
桃
子

局
所
結
合
モ
デ
ル
に
お
け
る
色
彩
の
影
響

飛
松
　
絢
子

き
ょ
う
だ
い
関
係
と
恋
愛
に
お
け
る
依
存
傾
向
の
関
連
性

―
―
長
子
と
末
子
の
比
較
―
―

冨
田
さ
ゆ
り

ニ
コ
チ
ン
（
タ
バ
コ
）
へ
の
依
存
と
代
替
性
の
成
立
と
の

相
関
に
つ
い
て
の
研
究

中
　
　
克
之

高
校
吹
奏
楽
部
の
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
　

中
馬
　
有
加

―
―
問
題
と
し
て
構
成
さ
れ
た
３
つ
の
出
来
事
に
注
目
し
た

分
析
―
―

検
索
エ
ン
ジ
ン
に
よ
る
情
報
探
索
行
動
の
心
理
学
的
検
討

中
川
　
帝
人

立
命
館
大
学
体
育
会
ボ
ー
ト
部
員
に
お
け
る
出
席
率
向
上

の
た
め
の
援
助
プ
ロ
グ
ラ
ム

中
西
　
　
齊

ハ
ー
モ
ニ
ー
に
よ
る
癒
し
効
果
の
研
究

中
村
　
紀
恵

脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
効
果
の
検
証
　

長
井
　
一
哉

―
―
学
校
現
場
で
の
適
用
の
可
能
性
に
つ
い
て
―
―

発
達
障
害
児
に
対
す
る
計
算
・
書
字
・
音
読
の
反
復
学
習

の
遂
行
が
認
知
機
能
と
自
尊
感
情
に
及
ぼ
す
変
化

永
森
　
智
恵

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
お
け
る
サ
ー
ブ
技
能
の
向
上
　
棗
田
　
裕
子

―
―
行
動
的
コ
ー
チ
ン
グ
効
果
の
分
析
―
―
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エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
番
組
に
お
け
る
笑
い
生
起
場
面

の
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー

滑
田
　
明
暢

学
生
の
社
会
的
逸
脱
経
験
と
そ
の
要
因
分
析
　
西
尾
　
　
藍

―
―
性
差
の
検
討
を
中
心
に
―
―

笑
い
と
ド
ア
・
イ
ン
・
ザ
・
フ
ェ
イ
ス
・
テ
ク
ニ
ッ
ク

西
岡
　
奈
美

若
者
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
関
す
る
意
思
決
定
過
程
に
お
け

る
選
択
肢
が
及
ぼ
す
満
足
感
へ
の
効
果

西
田
　
晴
菜

青
年
期
の
親
子
・
友
人
関
係
に
お
け
る
心
理
的
距
離
と
同

一
性
拡
散
感

沼
田
　
伊
織

テ
ニ
ス
競
技
に
お
け
る
’あ
が
り
‘
の
意
識
に
関
す
る
調
査

橋
本
惠
梨
子

見
え
な
い
障
害
に
お
け
る
情
緒
的
つ
な
が
り
　
濱
谷
　
知
華

―
―
障
害
の
受
容
過
程
の
再
考
―
―

実
験
的
冷
水
痛
に
対
す
る
耐
性
の
変
化
に
関
わ
る
要
因
の

検
討

早
川
　
史
子

図
の
表
現
方
法
が
理
解
と
記
憶
に
及
ぼ
す
効
果

早
川
　
　
碧

青
年
期
に
お
け
る
家
族
関
係
の
認
知
に
つ
い
て

日
高
　
　
輝

学
生
結
婚
と
い
う
体
験
か
ら
見
る
家
族
の
生
成
と
自
己
形
成

―
―
学
生
結
婚
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
―
―

福
田
　
絵
理

画
像
記
憶
に
お
け
る
境
界
拡
張
に
対
す
る
知
覚
ス
キ
ー
マ

の
影
響

藤
定
　
佑
希

母
子
画
の
印
象
評
価
と
性
格
傾
向
の
関
連
に
つ
い
て

藤
原
　
澄
子

部
活
動
へ
の
満
足
感
が
高
校
生
の
学
校
生
活
の
満
足
感
に

与
え
る
影
響

堀
内
　
誠
司

展
望
的
記
憶
に
お
け
る
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
存
在
想
起
に
与

え
る
影
響

前
田
　
文
子

保
育
園
の
自
由
遊
び
場
面
に
お
け
る
場
所
・
も
の
を
め
ぐ

る
い
ざ
こ
ざ
の
分
析
　

前
野
　
未
来

―
―
い
ざ
こ
ざ
以
前
の
遊
び
の
状
況
に
着
目
し
て
―
―

自
白
供
述
の
変
遷
分
析
　

益
川
　
教
智

―
―
２
件
強
盗
殺
人
事
件
を
題
材
に
―
―

日
本
の
臨
床
心
理
学
の
萌
芽
と
し
て
の
変
態
心
理
学

―
―
外
部
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
中
心
と
し
て
―
―松

島
　
　
淳

自
尊
心
と
自
己
注
意
の
向
け
方
に
つ
い
て

丸
山
　
愛
可

自
己
超
越
的
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
検
討
　

三
浦
あ
や
の

―
―
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
状
況
に
お
け
る
課
題
成
績
の
比
較
か
ら
―
―

喚
起
さ
れ
る
自
己
の
側
面
か
ら
見
た
恐
怖
管
理
理
論

水
本
　
千
尋

集
団
に
お
け
る
被
援
助
に
関
し
て
類
似
性
が
及
ぼ
す
影
響
　

美
馬
　
萌
子

青
年
の
愛
着
ス
タ
イ
ル
が
恋
愛
場
面
に
及
ぼ
す
影
響
　

―
―
恋
愛
ス
タ
イ
ル
・
恋
愛
行
動
・
関
係
評
価
に
注
目
し
て
―
―

村
岡
　
真
美

携
帯
電
話
使
用
が
若
者
の
友
人
関
係
に
及
ぼ
す
影
響

銘
苅
　
尚
美

広
告
の
過
程
に
よ
る
段
階
的
効
果
の
研
究

桃
井
　
和
成

大
学
生
に
お
け
る
自
己
と
親
友
の
自
尊
感
情
に
つ
い
て
の

比
較
―
―
精
神
的
健
康
と
の
関
連
か
ら
―
―

盛
岡
　
亮
太

子
ど
も
か
ら
見
た
養
育
態
度
が
現
在
の
「
キ
レ
衝
動
」
に

及
ぼ
す
影
響

森
本
　
晶
子

和
音
感
覚
が
音
高
記
憶
に
与
え
る
影
響

山
縣
　
　
忠

社
会
性
の
高
い
オ
タ
ク
は
い
る
の
か

山
口
　
有
香

い
ざ
こ
ざ
場
面
で
の
子
ど
も
の
「
泣
き
」
の
分
析
　

―
―
泣
き
の
原
因
と
泣
き
の
効
果
の
認
知
―
―

山
崎
　
加
奈

値
下
げ
に
よ
っ
て
生
じ
る
不
審
感
の
研
究

山
根
　
承
子

青
年
期
に
お
け
る
自
己
愛
と
対
人
傾
向
に
つ
い
て
の
調
査

吉
川
伸
一
郎

集
団
成
員
情
報
の
特
性
と
幻
相
関

吉
崎
　
　
洋

液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
が
文
章
理
解
に
与
え
る
影
響吉

村
　
敦
夫

発
達
障
害
児
に
対
す
る
継
続
的
な
学
習
が
行
動
面
に
も
た

ら
す
影
響

吉
村
　
裕
哉

性
別
差
が
未
知
顔
の
再
認
記
憶
課
題
に
お
け
る
意
味
処
理

優
位
性
効
果
に
及
ぼ
す
影
響

若
柳
　
涼
子

血
液
型
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
関
す
る
考
察

蘇
　
　
　
怡

特
徴
探
索
に
お
け
る
背
景
を
積
極
的
に
無
視
す
る
プ
ロ
セ

ス
の
役
割
に
つ
い
て

劉
　
　
　
波

タ
イ
プ
Ａ
行
動
を
示
す
人
に
お
け
る
時
間
認
知
の
特
徴

岡
野
　
一
樹

見
本
合
わ
せ
手
続
と
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ト
タ
イ
プ
手
続
の
比

較
│
│
刺
激
等
等
価
性
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
基
づ
い
て
│
│

藤
井
　
麻
由

青
年
期
に
お
け
る
自
己
評
価
と
対
人
恐
怖
的
心
性
の
関
連

に
つ
い
て

西
浦
久
美
子

高
次
の
言
語
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ト
条
件
づ
け
　

中
前
　
太
一

―
―
評
価
反
応
の
形
成
と
拡
張
―
―
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カ
ン
バ
ス
の
縦
横
比
が
風
景
画
の
広
視
界
感
お
よ
び
奥
行

感
に
及
ぼ
す
影
響

木
田
枝
里
子

一
貫
性
と
自
尊
心
か
ら
み
る
決
定
後
の
偏
愛

橋
本
　
裕
子

青
年
期
の
睡
眠
習
慣
と
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ア
パ
シ
ー
に
関

す
る
研
究

玉
熊
　
律
郎

女
子
大
学
生
に
お
け
る
摂
食
障
害
傾
向
と
対
人
関
係
と
の

関
連
　

飯
田
　
潤
子

―
―
両
親
・
恋
人
と
の
関
係
を
中
心
と
し
て
―
―

青
年
期
に
お
け
る
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
表
象
の
投
影
的
測
定

法
の
研
究
　

亀
井
　
隆
幸

―
―
実
験
的
手
法
に
よ
る
妥
当
性
の
検
討
―
―

大
学
生
の
男
女
に
よ
る
恋
愛
観
の
違
い
　

鴫
志
田
ゆ
う

―
―
交
際
目
的
と
の
関
連
か
ら
―
―

学
生
相
談
室
へ
の
来
談
・
非
来
談
の
葛
藤
　

弦
開
　
　
亮

―
―
Ｋ
Ｊ
法
に
よ
る
大
学
生
の
語
り
の
分
析
―
―

ブ
ロ
グ
を
用
い
た
減
量
効
果
の
検
討

清
水
祐
里
花

K
an

din
sky

とJacobsen

の
色
と
形
に
お
け
る
調
和
的

関
係
の
考
察

須
田
　
明
子

社
会
的
比
較
に
よ
っ
て
生
じ
る
嫉
妬
場
面
に
お
け
る
帰
属

ス
タ
イ
ル
と
自
己
受
容
の
関
連
性

箭
内
　
智
美

m
ixi

使
用
が
人
生
満
足
感
と
社
会
的
効
力
感
に
及
ぼ
す

影
響

高
橋
　
志
英

親
の
仕
事
形
態
と
子
ど
も
の
寂
し
さ
に
関
連
は
あ
る
の
か
　

―
―
親
と
子
ど
も
の
兄
弟
姉
妹
間
の
認
識
の
違
い
―
―

高
橋
　
真
梨

児
童
に
お
け
る
囲
碁
経
験
が
方
眼
上
の
認
知
発
達
に
及
ぼ

す
影
響

辰
巳
　
明
子

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
内
容
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
に
よ
る
違
法
駐
車

の
軽
減
に
関
す
る
研
究

津
田
　
麻
美

音
読
・
計
算
・
書
字
の
反
復
学
習
の
遂
行
が
、
発
達
障
害

児
の
行
動
面
に
及
ぼ
す
影
響

根
本
　
真
子

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
の
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
　
日
t

友
郎

―
科
学
者
と
市
民
の
対
話
は
ど
の
よ
う
に
成
り
立
っ
て
い
る
か
―

「
い
い
子
」
は
周
囲
の
援
助
に
不
満
を
抱
い
て
い
る
の
か

村
上
　
智
美

し
つ
け
と
虐
待
に
つ
い
て

吉
田
　
仁
美

中
国
人
留
学
生
の
目
的
意
識
と
そ
の
変
容
過
程
に
関
す
る

質
的
研
究

望
月
　
春
香

大
学
生
の
講
義
中
に
お
け
る
問
題
行
動
と
規
範
意
識

青
山
　
安
江

ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
の
自
己
愛
性
と
バ
ー
ン
ア

ウ
ト
に
関
す
る
探
索
的
研
究

國
府
　
雄
三

産
後
一
ヵ
月
以
内
に
お
け
る
育
児
不
安
の
分
析
　

―
―
Ｑ
分
類
法
を
用
い
て
―
―

杉
本
友
木
子

へ
リ
ン
グ
錯
視
の
斜
線
を
ま
つ
毛
と
見
立
て
た
場
合
の
目

の
大
き
さ
知
覚
に
関
す
る
検
討

多
湖
友
紀
子

対
人
援
助
者
を
対
象
と
し
た
感
情
労
働
尺
度
の
作
成
　

―
―
感
情
労
働
の
組
織
的
な
理
解
へ
の
試
み
―
―

田
中
　
美
幸

携
帯
メ
ー
ル
を
送
受
信
す
る
と
き
の
対
人
距
離
に
関
す
る

検
討

田
中
　
幸
恵

中
年
期
女
性
の
ラ
イ
フ
プ
ロ
セ
ス
の
変
容
と
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
の
発
達
　

谷
村
ひ
と
み

―
―
個
と
関
係
性
の
視
点
か
ら
―
―

仮
説
検
証
に
お
け
る
確
信
度
更
新
過
程

田
村
　
昌
彦

養
護
学
校
職
業
学
科
生
徒
を
対
象
と
し
た
学
内
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
店
に
お
け
る
接
客
業
務
の
向
上
　

津
堅
久
仁
子

―
―
メ
モ
記
入
を
活
用
し
た
返
却
ス
キ
ル
の
獲
得
―
―

精
神
障
害
を
も
つ
個
人
に
お
け
る
写
真
カ
ー
ド
を
用
い
た

清
掃
ス
キ
ル
の
向
上

平
瀬
　
美
幸

化
粧
が
対
人
印
象
に
及
ぼ
す
効
果
に
つ
い
て
の
実
験
的
研
究

本
多
　
理
恵

音
楽
に
よ
る
気
分
誘
導
効
果
の
批
判
的
検
討

湊
　
美
智
子

産
後
四
ヵ
月
ま
で
の
育
児
に
お
け
る
母
子
の
イ
ン
タ
ラ
ク

シ
ョ
ン
の
機
能
と
役
割

三
宅
　
裕
子

奥
行
き
を
も
つ
図
の
距
離
錯
視
の
要
因
に
つ
い
て綴

木
　
　
舞

明
る
さ
が
幾
何
学
的
錯
視
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て

赤
井
　
裕
也

複
数
モ
ダ
リ
テ
ィ
か
ら
の
情
報
入
力
が
そ
れ
ぞ
れ
の
情
報

処
理
に
与
え
る
影
響

今
井
智
香
子

う
つ
に
は
早
期
の
不
適
応
ス
キ
ー
マ
が
関
連
し
て
い
る
か

笠
井
　
智
子

デ
ジ
タ
ル
・
デ
ィ
バ
イ
ド
時
代
に
お
け
る
流
行
語
の
実
態

―
―
ブ
ロ
グ
で
の
言
及
数
に
着
目
し
て
―
―

北
口
　
佑
介

上
下
お
よ
び
左
右
の
色
の
位
置
記
憶
に
お
け
る
錯
誤

久
保
　
将
史

英
単
語
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
と
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
記
の
イ

メ
ー
ジ
の
違
い

七
井
　
　
翔

数
の
反
復
学
習
の
効
果
　

林
田
　
　
碧

―
―
障
害
児
通
園
施
設
の
２
、
３
歳
児
の
介
入
―
―

文
章
の
推
敲
過
程
に
お
け
る
メ
タ
認
知
的
知
識
の
分
析
　

―
―
熟
練
者
と
初
心
者
の
比
較
か
ら
―
―

深
谷
　
達
史
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関
連
感
情
が
広
告
情
報
の
精
緻
化
に
及
ぼ
す
影
響松

岡
　
　
毅

錯
視
図
形
の
大
き
さ
と
錯
視
量
の
関
係
に
つ
い
て山

下
　
剛
志

高
齢
者
施
設
の
介
護
職
員
の
現
状
　

松
下
　
奈
美

―
―
心
理
的
援
助
に
向
け
て
―
―

二
言
語
併
用
者
に
お
け
る
ス
ト
ル
ー
プ
効
果
の
検
討

李
　
　
清
美

錯
視
図
形
の
見
え
の
傾
き
と
左
右
弁
別
に
つ
い
て竹

田
　
康
浩

触
覚
に
よ
る
長
さ
の
弁
別

佐
藤
　
　
元

社
会
的
出
来
事
の
時
間
評
価
に
感
情
が
及
ぼ
す
影
響

e
乗
　
祐
樹

二
歳
児
に
お
け
る
言
語
発
達
に
つ
い
て
の
縦
断
的
研
究

青
山
　
弥
生

同
調
行
動
に
お
け
る
少
数
者
の
影
響
と
ユ
ニ
ー
ク
ネ
ス
欲

求
と
の
関
連

谷
　
　
　
薫

習
慣
的
喫
煙
者
の
喫
煙
本
数
減
少
に
対
す
る
自
己
目
標
設

定
の
効
果

松
田
　
麻
美

テ
ー
マ
リ
サ
ー
チ
型
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

（
Ｌ
Ａ
ク
ラ
ス
・
他
者
問
題
と
文
化
理
論
）

現
代
社
会
に
お
け
る
他
者
関
係
　

丸
岡
　
文
有

―
―
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
可
能
性
を
探
る
―
―

「
文
明
の
衝
突
」
論
を
巡
っ
て
　

三
柳
　
　
仁

―
―
文
化
と
政
治
の
関
係
―
―

地
方
自
治
体
の
国
際
化
政
策
と
そ
の
課
題
　

原
田
ゆ
き
の

―
―
国
際
交
流
か
ら
共
生
へ
―
―

イ
ス
ラ
ム
に
見
る
環
境
と
し
て
の
文
化

広
浦
　
健
太

携
帯
電
話
の
発
達
に
お
け
る
人
間
関
係
の
変
容

小
島
　
政
秀

テ
ー
マ
リ
サ
ー
チ
型
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

（
Ｌ
Ｄ
ク
ラ
ス
・
中
国
語
文
化
圏
が
抱
え

る
現
代
的
・
総
合
的
問
題
）

中
国
婚
姻
法
の
離
婚
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
　

―
―
「
子
の
保
護
」
の
特
徴
を
さ
ぐ
る
―
―

桂
林
絵
美
子

中
国
貧
困
層
に
お
け
る
義
務
教
育
問
題
に
つ
い
て澤

田
　
結
花

台
湾
に
お
け
る
流
行
音
楽
の
特
徴

竹
村
　
雅
央

台
湾
の
神
々
に
つ
い
て

左
　
　
千
里

中
国
大
都
市
に
お
け
る
不
動
産
業
に
つ
い
て

舩
江
　
夏
代

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
に
つ
い
て
　

森
　
　
裕
美

―
―
言
語
政
策
の
視
点
か
ら
―
―

中
国
の
高
齢
化
社
会
に
つ
い
て

安
川
　
絵
美

張
藝
謀
作
品
に
お
け
る
中
国
映
画
と
原
作
の
違
い岩

村
　
晃
泰

文
化
大
革
命
に
お
け
る
紅
衛
兵
の
心
理
　

片
桐
　
涼
子

―
―
紅
衛
兵
に
な
っ
た
理
由
を
探
る
―
―

中
国
に
お
け
る
サ
ッ
カ
ー
の
発
展
と
取
り
組
み

岡
田
　
雅
之

中
国
の
急
激
な
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
大
気
汚
染

問
題

近
藤
　
一
樹

中
国
環
境
問
題
に
対
す
る
取
り
組
み

三
杉
　
和
毅

中
国
移
民
か
ら
う
か
が
え
る
文
化
に
対
す
意
識
と
姿
勢

赤
池
　
麻
衣

現
代
中
国
に
お
け
る
葬
儀
改
革
に
つ
い
て
の
一
考
察
　

―
―
農
村
部
の
現
状
を
中
心
に
―
―

渡
邉
　
琢
也

中
国
の
国
際
観
光
政
策

丹
羽
　
貴
之

反
日
問
題

山
本
　
裕
大

―
―
日
中
の
教
科
書
記
述
を
中
心
に
―
―

上
海
の
観
光
イ
ン
フ
ラ
整
備

関
口
　
祐
子

テ
ー
マ
リ
サ
ー
チ
型
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
　
　

（
Ｌ
Ｅ
ク
ラ
ス
・
性
（
性
別
）
を
考
え
る：

ジ
ェ
ン
ダ
ー
理
論
と
表
象
分
析
）

セ
ク
シ
ャ
リ
テ
ィ
と
マ
ン
ガ
の
関
係

岡
　
　
裕
美

ス
ポ
ー
ツ
と
男
性
と
女
性

工
藤
　
祐
輔

ミ
ス
・
コ
ン
テ
ス
ト
再
考

土
橋
　
杏
香

西
洋
初
期
の
ア
ー
ト
か
ら
見
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー

牛
嶋
　
千
佳

フ
リ
ー
タ
ー
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
構
造

北
川
　
脩
祐

犯
罪
の
中
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

池
田
　
紘
樹

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
見
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー

奥
田
　
優
太

お
た
く
の
社
会
的
地
位
の
変
遷

大
谷
　
洋
介

日
本
企
業
社
会
と
男
女
の
「
ら
し
さ
」
に
つ
い
て坂

本
　
義
和

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
境
界
線
　

―
―
『
Ｍ
・
バ
タ
フ
ラ
イ
』
に
つ
い
て

杉
本
　
有
紀

映
像
表
現
に
お
け
る
女
性
の
老
い
　

牧
　
　
結
子

―
―
エ
イ
ジ
ズ
ム
と
セ
ク
シ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
―
―
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美
の
く
さ
り
―
―
女
性
の
装
い
―
―

木
村
　
里
美

衣
服
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
　

数
井
　
麻
美

―
―
近
代
西
洋
に
お
け
る
女
性
の
衣
服
の
変
遷
―
―

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
魔
女
裁
判

嶋
　
あ
か
り

教
育
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

高
原
　
麻
里

学
校
文
化
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
構
造

千
葉
　
展
浩

境
界
線
上
の
少
女
　

外
山
佳
那
恵

―
―
宮
崎
駿
作
品
か
ら
見
る
少
女
の
姿
―
―

学
校
教
育
と
男
性
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

西
岡
　
隆
行

歌
謡
曲
か
ら
見
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
　

吉
竹
　
育
子

―
―
男
の
恋
の
行
方
―
―

テ
ー
マ
リ
サ
ー
チ
型
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
　

（
Ｌ
Ｆ
ク
ラ
ス
・
京
都
文
化
の
誕
生
）

京
都
　
花
街
　
島
原
の
伝
統
文
化
を
守
る
た
め
に
　

―
―
こ
と
ば
と
い
う
視
点
か
ら
の
提
案
―
―

川
崎
　
　
愛

近
世
京
都
に
お
け
る
「
清
水
寺
飛
び
落
ち
事
件
」
の
実
態

を
探
る

橋
本
　
佳
恵

京
都
の
「
食
」
を
考
え
る

太
田
　
紹
彦

京
都
市
内
に
お
け
る
観
光
産
業
と
漬
け
物

坂
中
　
裕
哉
　

京
野
菜
の
講
義
を
開
講
す
る
　

岡
戸
　
康
憲

―
―
京
野
菜
を
通
じ
食
に
つ
い
て
考
え
る
―
―
　

夕
霧
の
戦
略

加
藤
　
愛
子
　

京
都
と
観
光

成
田
恵
理
子

京
都
観
光
へ
の
新
視
点
　

山
森
　
逸
美

―
―
花
で
彩
る
京
都
観
光
―
―

宇
治
平
等
院
周
辺
の
景
観
保
全

伊
藤
　
聡
美

京
都
の
”水

“

山
田
　
愛
美

テ
ー
マ
リ
サ
ー
チ
型
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
　

（
Ｌ
Ｇ
ク
ラ
ス
・
書
籍
と
そ
の
周
辺
）

紙
食
う
虫
、
植
物
の
利
用
と
工
夫

中
村
裕
美
子

日
本
に
お
け
る
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
（
新
聞
）
に
つ
い
て
　

―
―
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
（
新
聞
）
の
誕
生
か
ら
、
特
徴
と
役
割

ま
で
―
―

上
岡
　
　
郁

紙
か
ら
生
ま
れ
た
文
化
と
伝
統

上
野
　
裕
美

装
丁
探
究

名
村
　
幸
代

ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
　

山
川
　
賢
司

―
―
直
子
か
ら
学
ぶ
統
合
失
調
症
患
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
―
―

テ
ー
マ
リ
サ
ー
チ
型
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
　

（
Ｌ
Ｈ
ク
ラ
ス
・
教
育
を
見
直
す
）

障
害
児
教
育
　

西
尾
　
寛
子

―
―
養
護
学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
―
―

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
の
考
察

芳
岡
　
雅
子

怪
談
話
の
変
容
か
ら
見
る
学
校
社
会

増
田
さ
ゆ
り

小
学
校
に
お
け
るA

D
/H

D
児
童
へ
の
支
援
に
つ
い
て
　

岡
本
　
吉
史

「
従
軍
慰
安
婦
」
の
教
科
書
叙
述
は
な
さ
れ
る
べ
き
か

奥
松
　
麻
美

学
力
低
下
の
原
因
は
何
か

窪
田
　
恭
兵
　

ケ
ー
タ
イ
が
変
え
る
生
活
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

―
―
子
ど
も
中
心
の
視
点
か
ら
現
在
と
今
後
に
つ
い
て
考
え

る
―
―

小
西
　
勇
輝

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
効
果
的
な
導
入
　

岡
島
　
水
遊

―
―
高
等
学
校
の
事
例
分
析
を
通
し
て
―
―
　

教
育
現
場
に
お
け
る
無
気
力

飯
森
　
佳
一
　

「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
」
は
不
登
校
を
な
く
せ
る
か
　
早
川
美
菜
子

―
―
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
存
在
意
義
を
考
え
る
―
―

男
女
共
学
化
は
適
切
か

井
上
　
将
人

現
代
の
受
験
競
争
に
お
け
る
生
徒
達
の
実
態

久
保
田
美
幸

「
文
系
」
・
「
理
系
」
に
お
け
る
男
女
比
の
差
と
は
　

―
―
性
差
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
観
点
か
ら
考
え
る
―
―熊

谷
　
ま
り

い
じ
め
の
実
態

田
村
　
　
将

音
楽
療
法
と
音
楽
教
育

長
谷
川
博
一

こ
ど
も
を
支
え
る
地
域
で
の
取
り
組
み
　

松
島
　
里
江

―
―
こ
ど
も
の
ま
ち
の
現
状
か
ら
考
え
る
―
―

学
校
に
お
け
る
逸
脱
行
動
に
関
す
る
考
察

山
田
あ
さ
子

デ
ィ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
「
生
き
る
力
」四

宮
　
省
吾

テ
ー
マ
リ
サ
ー
チ
型
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
　

（
Ｌ
Ｊ
ク
ラ
ス
・
暴
力
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
）

身
近
に
起
こ
る
暴
力
問
題

岡
部
香
代
子

財
の
再
配
分
論
を
め
ぐ
る
「
自
由
」
と
「
正
義
」、
そ
し
て

「
幸
福
」

頓
宮
　
　
敦
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職
場
に
お
け
る
人
間
関
係

―
―
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
―
―

小
河
原
　
聡

オ
ウ
ム
事
件
に
お
け
る
責
任
の
所
在

鈴
木
　
敏
弘

子
ど
も
と
ト
ラ
ウ
マ

中
村
　
文
美

攻
撃
―
―
自
己
と
他
者
の
関
係
性
か
ら
―
―

藤
本
　
和
代

現
代
家
族
の
あ
り
方
―
―
愛
情
と
暴
力
―
―

松
岡
　
愛
子

学
校
に
お
け
る
国
旗
・
国
家
―
―
問
題
と
こ
れ
か
ら
―
―

森
岡
新
之
助

『
虚
航
船
団
』
の
暴
力
論

若
尾
　
雅
之

ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
が
言
及
し
な
か
っ
た
ア
メ
リ
カ
の

自
由
と
ク
イ
ア

辻
　
　
道
子

テ
ー
マ
リ
サ
ー
チ
型
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
　

（
Ｌ
Ｋ
ク
ラ
ス
・
文
化
と
し
て
の
「
移
動
」）

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
社
会
的
変
化
の
中
で
の

観
光
　

小
林
　
邦
彦

―
―
新
し
い
観
光
行
動
と
こ
れ
か
ら
の
観
光
産
業
―
―

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
文
化
変
容
の
関
係
性
に
つ
い

て
の
考
察
　

佐
藤
慎
之
助

―
―
イ
ギ
リ
ス
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
を
例
と
し
て
―
―

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
企
業
戦
略

千
代
　
智
子

企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
　
塚
箭
ふ
み
枝

―
―
い
か
に
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
持
続
さ
せ
る
か
―
―

京
都
議
定
書
は
温
暖
化
問
題
解
決
の
糸
口
と
な
り
う
る
の
か

中
下
　
広
基

「
新
英
語
」
の
台
頭
と
日
本
に
お
け
る
英
語
教
育
の
未
来
に

つ
い
て
の
一
考
察

西
川
　
美
香

文
化
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
　

西

利
江
子

―
―
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
欧
米
化
―
―

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
移
民
社
会
　

早
瀬
　
友
梨

―
―
カ
ナ
ダ
の
日
系
人
社
会
を
み
て
―
―

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
教
育

望
月
　
　
潤

東
ア
ジ
ア
共
同
体
の
可
能
性
　

中
道
　
祐
介

―
―
日
中
関
係
か
ら
の
考
察
―
―

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
極
度
の
貧
困
の
解
決

桑
野
　
洋
之

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
雇
用
問
題
　
池
永
由
香
理

―
―
女
性
の
労
働
―
―

ス
ポ
ー
ツ
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
　

北
野
　
理
恵

―
―
サ
ッ
カ
ー
と
ホ
ッ
ケ
ー
の
比
較
―
―

途
上
国
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化

渡
邉
　
ゆ
り

現
代
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

岡
宮
　
朋
彦

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
雇
用
　

木
田
光
太
郎

―
―
雇
用
問
題
と
労
働
思
想
か
ら
の
考
察
―
―

日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
変
容
と
こ
れ
か
ら
の
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム

若
井
　
侑
介

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
時
代
に
お
け
る
企
業
戦
略
性

井
上
　
智
史

美
人
像
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

榎
木
　
千
晴
　

言
語
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

杉
岡
　
友
里
　

黒
人
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
　

小
栗
山
奈
穂
美

―
―
歴
史
と
黒
人
女
性
の
意
識
変
化
―
―

す
も
う
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

中
川
　
祥
子

―
―
す
も
う
が
映
し
出
す
社
会
―
―

日
本
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
国
際
結
婚

前
川
　
直
美

ス
ロ
ー
フ
ー
ド
は
な
ぜ
広
ま
っ
て
い
る
の
か

山
本
　
未
来

テ
ー
マ
リ
サ
ー
チ
型
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
　

（
Ｌ
Ｌ
ク
ラ
ス
・
世
界
の
文
化
と
多
言

語
多
文
化
社
会
に
お
け
る
共
生
）

日
本
に
お
け
る
「
三
国
志
」
の
魅
力

奥
本
　
真
美

日
中
に
お
け
る
色
彩
感
覚
の
影
響
と
比
較

栗
原
　
枝
里

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
　

田
村
　
　
彩

―
―
そ
の
必
要
性
と
日
本
で
の
普
及
の
可
能
性
―
―

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
紐
と
く
社
会

朴
　
　
哲
秀

北
欧
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
の
築
い
た
文
化

兵
頭
　
優
紀

多
文
化
・
他
民
族
国
家
カ
ナ
ダ
　

前
北
　
奈
都

―
―
労
働
市
場
に
お
け
る
人
種
的
な
地
位
と
雇
用
機
会
―
―

フ
ラ
メ
ン
コ
の
中
に
見
る
ジ
プ
シ
ー
文
化
、
ス
ペ
イ
ン
文
化

藤
田
　
成
基

シ
ー
ボ
ル
ト
の
娘
楠
本
イ
ネ
　

河
野
　
貴
子

―
―
鎖
国
日
本
に
生
ま
れ
混
血
児
と
し
て
生
き
た
女
性
―
―

多
文
化
主
義
国
家
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
教
育

横
山
　
裕
一

屁
と
人
生
　

今
野
　
　
昌

―
―
水
木
し
げ
る
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
―
―

ド
イ
ツ
の
中
の
ト
ル
コ
人
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
　

堤
　
　
真
紀
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伝
説
の
つ
く
り
方
　

萩
原
　
　
悠

―
―
パ
ン
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
通
し
て
―
―

日
韓
の
待
遇
表
現
に
関
す
る
一
考
察
　

片
山
　
智
賀

―
―
日
本
語
と
韓
国
語
に
お
け
る
敬
語
の
特
性
を
中
心
に
―
―

民
族
意
識
と
音
楽
、
現
実
と
展
望
　

音
羽
佐
智
子

―
―
バ
レ
ン
ボ
イ
ム
と
ウ
ェ
ス
ト
＝
イ
ー
ス
タ
ン
・
デ
ィ
ヴ
ァ

ン
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
―
―

芸
術
文
化
と
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
　

森
　
　
禄
介

―
日
米
欧
に
お
け
る
歴
史
と
現
代
に
お
け
る
企
業
メ
セ
ナ
ー
―

ボ
ス
ニ
ア
に
見
る
民
族
の
紛
争
と
共
生
　

吉
田
　
真
祐

―
―
他
民
族
国
家
の
中
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
―
―

地
域
通
貨
　

鈴
木
　
明
菜

―
―
ス
ロ
ー
な
お
金
―
―
　
貨
幣
か
ら
考
え
る
、
豊
か
さ
と
は

黒
人
音
楽
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
交
流
に
つ
い
て
　

―
―
ブ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ブ
ロ
ッ
ク
を
中
心
に
―
―

中
嶋
　
章
智

愛
知
万
博
研
究

梅
村
　
晃
子

Ｆ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
、
開
催
国
別
特
色
を
み
る

大
川
　
　
薫

日
仏
文
化
施
設
の
歴
史
と
展
望

大
城
ま
り
絵

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
海
外
出
稼
ぎ
労
働
者
と
日
本

里
山
裕
美
子

日
本
と
中
国
に
お
け
る
民
間
交
流
の
課
題
と
展
望室

谷
　
友
代

フ
ラ
の
歴
史
と
現
状

渡
辺
　
悦
子

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
先
住
民
文
化
の
継
承

滝
　
　
志
織

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
移
民
の
子
ど
も
た
ち

向
井
　
友
理

オ
キ
ナ
ワ
ン
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

e
橋
　
亜
希

テ
ー
マ
リ
サ
ー
チ
型
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
　

（
Ｌ
Ｏ
ク
ラ
ス
・
日
本
に
お
け
る
中
国

文
化
の
受
容：

儀
礼
・
祭
事
）

日
本
に
お
け
る
郊
祀
の
受
容
と
そ
の
変
化

渡
邉
　
泰
彦

日
本
・
中
国
に
み
ら
れ
る
重
陽
節
の
受
容
と
変
容濱

田
さ
や
か

沖
縄
に
お
け
る
魔
除
け
文
化
の
考
察
　

吉
元
　
貴
子

―
―
石
敢
當
研
究
を
中
心
に
―
―

日
本
中
世
の
葬
制
に
み
る
穢
れ
の
観
念
に
つ
い
て
の
一
考
察

小
笠
原
　
聡

テ
ー
マ
リ
サ
ー
チ
型
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
　

（
Ｌ
Ｑ
ク
ラ
ス
・V

arious
E
cotourism

R
eseach

P
rojects

）

E
cotou

rism
in

M
iyam

a

岡
田
　
速
美

M
t.F

u
ji

岡
部
　
　
剛

S
iretoko

an
d

th
e

N
ation

alT
ru

st
M

ovem
en

t:

a
C

ase
S

tu
dy

七
種
利
江
子

T
h

e
O

gasaw
ara

Islan
ds

篠
丸
　
香
織

H
ida-T

akayam
a

牧
　
あ
ゆ
み

E
cotou

rism
in

Y
aku

sh
im

a
‘at

a
crossroads’?

玄
馬
　
寛
子

E
cotou

rism
at

S
acred

S
ites

an
d

P
ilgrim

age

R
ou

tes
in

th
e

K
iiM

ou
n

tain
R

an
ge

善
林
　
友
子

テ
ー
マ
リ
サ
ー
チ
型
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
　

（
Ｌ
Ｒ
ク
ラ
ス
・
先
進
国
と
発
展
途
上

国
の
都
市
環
境
に
関
す
る
諸
問
題
）

地
方
都
市
の
活
性
化
に
向
け
て
　

山
本
　
　
努

―
―
京
都
府
舞
鶴
市
の
事
例
―
―

地
方
観
光
地
に
お
け
る
地
域
開
発
　

小
林
　
秀
明

―
―
萩
市
を
例
に
―
―

民
宿
か
ら
み
る
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
　

谷
口
　
太
涼

―
―
南
丹
市
美
山
町
を
事
例
と
し
て
―
―

松
山
市
の
中
心
市
街
地
に
つ
い
て
　

長
岡
　
伸
典

―
―
商
業
地
域
の
変
容
を
例
に
―
―

文
化
を
活
か
し
た
創
造
的
ま
ち
づ
く
り
　

高
取
　
　
麗

―
―
京
都
市
を
中
心
に
―
―

ア
ジ
ア
・
メ
ガ
シ
テ
ィ
の
成
長
と
課
題

竹
内
　
愛
貴

京
都
市
の
国
際
観
光
都
市
と
し
て
の
可
能
性

前
川
　
　
恵

在
日
外
国
人
児
童
の
教
育
問
題
　

近
藤
　
杏
奈

―
―
滋
賀
県
を
事
例
に
し
て
―
―

京
都
市
に
お
け
る
地
域
介
護
福
祉
に
つ
い
て
の
一
考
察
　

―
―
神
戸
市
と
の
比
較
研
究
―
―

林
　
　
智
史

日
本
に
お
け
る
都
市
計
画
制
度
の
輸
入
に
つ
い
て
の
一
考
察

―
―
石
川
栄
耀
の
田
園
都
市
論
を
事
例
に
―
―

古
市
　
英
治

テ
ー
マ
リ
サ
ー
チ
型
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
　

（
Ｌ
Ｓ
ク
ラ
ス
・
都
市
と
農
村
の
環
境
史
）

明
治
時
代
以
降
に
お
け
る
大
阪
市
の
水
質
変
遷
と
都
市
開
発

堤
　
　
大
輔
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昭
和
南
海
地
震
に
よ
っ
て
発
生
し
た
地
盤
沈
下
に
伴
う
災

害
と
生
活
へ
の
影
響
　

川
口
　
公
子

―
―
高
知
市
を
事
例
と
し
て
―
―

Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
用
い
た
井
戸
遺
構
か
ら
み
る
長
岡
京
左
京
の
地

下
水
環
境
と
そ
の
考
察

矢
野
　
春
希

Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
用
い
た
滋
賀
県
守
山
市
下
之
郷
遺
跡
に
お
け
る

地
形
復
原
と
遺
跡
立
地

岡
田
　
友
歩

大
阪
府
岸
和
田
市
に
お
け
る
街
路
樹
景
観
の
形
成
と
そ
の

特
徴

北
村
　
保
香

昭
和
期
に
お
け
る
阪
急
電
鉄
の
住
宅
地
開
発
と
土
地
条
件

―
―
今
津
線
・
宝
塚
沿
線
を
中
心
に
―
―

戸
部
　
利
彦

高
度
成
長
期
以
降
の
千
葉
市
中
心
部
に
お
け
る
都
市
緑
地

の
変
遷

南
　
　
智
子

近
江
八
幡
水
郷
・
八
幡
堀
に
お
け
る
江
戸
時
代
以
降
の
伝

統
的
環
境
利
用
と
そ
の
変
容

田
中
友
美
子

明
治
以
降
の
六
甲
山
系
東
端
部
逆
瀬
川
流
域
に
お
け
る
砂

防
と
土
地
利
用
変
化

中
川
　
暁
美

Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
用
い
た
埋
没
深
度
に
み
る
縄
文
時
代
晩
期
か
ら

弥
生
時
代
の
河
内
平
野
に
お
け
る
河
道
変
遷
と
遺
跡
立
地

森
田
　
有
香

い
け
ば
な
で
利
用
さ
れ
る
植
物
の
遷
り
変
わ
り
　

―
―
江
戸
初
期
と
現
代
の
比
較
か
ら
―
―

渡
辺
奈
津
美

テ
ー
マ
リ
サ
ー
チ
型
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

（
Ｌ
Ｔ
ク
ラ
ス
・
絵
画
か
ら
み
る
都
市
の

風
俗
）

中
近
世
の
金
屏
風
の
制
作
に
つ
い
て
　

谷
野
　
晶
美

―
―
制
作
数
と
産
金
量
の
関
わ
り
―
―

中
世
社
会
に
お
け
る
童

寺
田
麻
有
子

扇
で
顔
を
隠
す
人
々
の
し
ぐ
さ
に
つ
い
て
　

片
岡
　
由
希

―
―
絵
画
に
見
ら
れ
る
日
常
の
動
作
―
―

絵
画
か
ら
み
る
「
犬
」

小
池
　
真
世

―
―
盲
人
と
犬
の
組
み
合
わ
せ
―
―

雅
楽
と
権
力
　

鈴
木
あ
ゆ
み

―
―
中
世
の
宮
廷
社
会
に
お
け
る
雅
楽
の
実
態
―
―

道
具
か
ら
知
る
人
々
の
生
活
　

前
田
　
祐
佳

―
―
桶
・
樽
を
中
心
に
―
―

陰
間
　

松
重
　
左
京

―
―
陰
間
の
実
態
か
ら
男
色
の
思
想
ま
で
―
―

テ
ー
マ
リ
サ
ー
チ
型
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

（
Ｌ
Ｕ
ク
ラ
ス
・
情
報
科
学
技
術

に
よ
る
言
語
諸
学
の
展
開
）

日
本
人
英
語
学
習
者
の
た
め
の
リ
ー
ダ
ビ
リ
テ
ィ
ー
公
式

の
構
築

富
田
　
康
文

低
年
次
大
学
生
の
文
章
に
お
け
る
稚
拙
さ
に
関
す
る
計
量

的
研
究

田
野
多
龍
一

言
語
研
究
者
の
た
め
の
初
習
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
材
の
開
発

平
木
　
啓
太
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